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第 15 章 レッドデータブック記載種の鳥類と渡り鳥 
 
15.1 はじめに 
 

この補足情報は、2003 年に作成された国際的な標準様式の環境影響評価

（EIA）報告書の発行後に提起された個々の質問に答えるために提出されたも

ので、EIA 補遺版（EIA-A）の一部となっている。 
 

ここではサハリン島で記録されているサハリン州レッドデータブック記載の

鳥類種、特に渡り鳥の行動、およびこれらの種を支えている生息環境のタイ

プに関するより詳細な記述を提供している。この鳥類学的データは、サハリ

ン島に存在する様々な生態系の性質、サハリンⅡプロジェクトの活動がこれ

らの異なる生息環境に及ぼす潜在影響、およびこれらの鳥類の生態学的な過

程と利益の維持を確保するために実施する支援策および影響緩和対策を提示

している。 
 
15.2 サハリンの希少種および保護対象種の鳥類の状態に関する概観 
 

サハリン州のレッドデータブックのリストには、サハリン島（千島列島を除

く）に生息している、もしくは生息が記録されている鳥類が90種記載されて

いる。これらのうち、19種がレッドデータブック－アジアの絶滅に瀕した鳥

類に、42種がロシア連邦のレッドデータブックに挙げられている。またこの

中の多くの種が、日ソ渡り鳥条約（1973）の対象鳥類となっている。 
 
サハリンの希少鳥類の大多数（約70％）は湿地に生息する種（湖沼および沿

岸－海域に生息する）であるため、これらの鳥類の生息地はサハリン島の全

域に多数存在しており、特に島の北東部にはダイナミックで生産性の高い沿

岸生態系が形成されている。サハリン島内陸部の山岳地帯や森林地帯、およ

び人為的影響を受けている生息地（商業林および農地など）に典型的な陸生

の鳥類種は、これらの希少鳥類の30％を占めている。 
 
レッドデータブック種の大多数は、非常に特殊な条件の生息環境を必要とす

るか、もしくは、人間の妨害などその他の影響要因により、分布が一様でな

く個体数も少ないという特徴をもっている。これに加え、遠隔地で作業が困

難な地域が多いため、調査地へのアクセス手段および調査の実行可能性とい

う問題を抱えている。このため、大多数の種について信頼できる情報が不足

しており、サハリンにおけるそれらの種の個体数に関する当社の知見も限定

されている。しかしながら、いくつかの種についてはこのケースに該当せず、

オジロワシやオオワシのように、視認性の高い種に対しては（保護の観点か

ら）研究が進んでおり、利用可能な相当量のデータがある。島の南方の人が

住んでいる主要地域の近くに分布しているその他の種に関しては、より集中

的な研究が行われている。（コマドリやオオジシギなど）。 
 
15.3 アジア東部の鳥の渡りにおけるサハリンの重要性 
 

サハリン島はその地理的位置から、日本とロシア本土の極東地域の間を移動

する鳥類にとって架け橋となる可能性を持っている。春から夏の間に、繁殖

のためにロシア北方とカムチャッカを生息地として利用している数種の鳥は、

カムチャッカ諸島と千島列島を通って越冬地に移動しているのは疑いなく、

サハリン島は通過しない。サハリンがハバロフスク地方やロシア北方を起源

とする他の旧北区の鳥類（多くのスズメ目類など）の移動ルートとなってい
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るか、あるいは移動個体群の大多数が地元の鳥類かどうかについては十分な

知見がない。確かに、いくつかの種が春と秋の渡りの時期に、サハリンを渡

りの中継地として利用していることは明らかである。コハクチョウ（Cygnus 
columbianus bewickii）およびオオハクチョウ（Cygnus cygnus）が日本の越冬地

やロシア北方の繁殖地に移動する前に、島の北東部および最南端に大量に集

まることは注目に値する。この点に関するサハリン島の重要性は、ロシアと

日本の間で調印された渡り鳥の国際条約に、サハリン起源の多数の鳥類が含

まれているという事実からも明らかである。（表15.2参照） 
 
鳥類多様性アムールウスリセンター（ウラジオストック）および富山県環境

保護部（日本）は共同でプリモルスキー地方の鳥類標識調査プロジェクトを

実施しており、1998 年以来これまでに 30,000 羽に足輪がつけられた。しかし

ながら、現在までのところ、ここで足輪をつけられた鳥に関する記録は、日

本もしくは東南アジアにおいて 1 つとして得られていない（FIRC2000 a）。

このプロジェクトの結果は、日本とロシア本土間の移動（タンチョウヅルや

ナベヅルなどの例外的な種を除く）はおそらく、想定されているほど重要で

ないか、あるいは極東ロシアの鳥類にとっては、日本海を越えた本土からの、

いわゆる渡り鳥の海上ルートが最重要というわけではない、ということを示

唆している。 
 
標識調査・渡り鳥調査の記録を通して、特にシマノジコ（Emberiza rutila）の

小さな群れの存在に注目が集まった。この種はサハリンで繁殖しないロシア

本土の種であり、島にこの種が存在するということは、北方本土のスズメ目

鳥類がサハリンを経由して日本及び南東アジアへ移動するという仮説を実証

する可能性がある。 
 
鳥類の標識調査は、アムールウスリ研究の一つとしてサハリンでも実施され、

ここで得られたデータは、サハリン島と日本の間の直接の移動ルートの存在

に対するいくつかの実証を示している。1998年から2004年の間に、春と秋の

両渡り期間に、サハリンで合計7,320羽の鳥に足輪がつけられた。それらの鳥

の多くはSEICの調査の間に足輪がつけられた個体であった。1998年から2004
年の間に、サハリンにおいて足輪が装着された13羽の鳥（ホオジロおよびシ

ギ）が日本で捕獲され、一方、日本において足輪が装着された2羽の鳥がサハ

リンで捕獲された（鳥類の標識調査および渡りの調査はサハリンよりも日本

でより広域的、集中的に行われている）。 
 
標識を装着された鳥の再捕獲率は0.18％で、ヨーロッパおよび日本で長年に渡

って実施された標識調査での比率（0.2%）にほぼ匹敵している。このデータ

は明らかに、サハリンと日本の間には重要な移動ルートがあり、このルート

がスズメ目の小鳥類から渉禽類、猛禽類までの広範な鳥類によって使用され

ていることを示している。サハリンでは、渉禽類の渡りは他の鳥類よりも詳

細に研究されており、その結果、三つの春期の移動ルートが特定されている。

一つは北海道からトニノ－アニヴスキ半島及びアニワ湾に向かう北方のルー

トである。このルートを通る鳥の中には、その後更にサハリンの東側海岸に

沿って北上するものもいる。第二のルートはロシアの本土海岸に沿ってラザ

レヴ岬まで達するもので、そこからサハリンのネベルスク海峡を越えてサハ

リン島東岸および西岸に沿って北あるいは南まで達するものである。第三の

ルートは西方のルートで、アムール川流域に沿って河口部のデルタまで行き、

さらにアムール海峡を越えてサハリン島に入り、東海岸に沿って南のビアツ

湾まで移動するか、西海岸に沿ってルンスキー湾に向かうものである
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（Nechaev, 1991）。秋期には、これらの移動ルートを逆にたどっている。多

くの小鳥類もこれと同じルートを使用している。 
 
渡り鳥の個体群に関するデータは、サハリンⅡプロジェクトに関連する多く

の調査により収集された（下記参照）。これらのデータには、水鳥（渉禽類、

カモ、ハクチョウ、ガン）の秋期の渡りの時期における北東部のラグーン調

査およびソコル鳥類研究所がある島の南で実施された捕獲調査の結果が含ま

れている。SEICが実施した調査リストは表15.1に、種ごとのデータは表15.2に
示す。 

 
15.4 実施された調査 
 

過去７年以上に渡って、サハリンⅡプロジェクトでは影響を受ける可能性の

ある鳥類相に関する調査を実施してきた。これらの調査および研究はサハリ

ンの鳥相の分布に関する当社の知識の拡大に大きく寄与しており、その結果、

鳥類相に対するプロジェクトの潜在影響を特定することが可能になった。特

に注目すべきはレッドデータブック記載種の鳥類（オオワシなど）に対して

実施された調査である。調査およびモニタリング計画の目的は、特にこれら

の種に関するデータを取得し、必要に応じて個体群に対する影響を回避もし

くは改善するための影響緩和対策を策定し、確実に適用することである。現

地調査によるデータ収集は、鳥類学的な調査や研究で広く利用されている各

種の手法を組み合わせて実施された。これらの手法の中には、特定地域の鳥

類群集について調査するためのルートセンサス（フィンランド式ライントラ

ンセクト法および絶対個体数調査）およびポイントセンサス、ならびに渡り

鳥調査のためのかすみ網を用いた捕獲調査が含まれている。モニタリング計

画は標準的なラインセンサスおよびポイントセンサスの技術を用いて策定さ

れた（モニタリングの詳細については15.9節参照）。全体として、SEIC向け

に実施された調査では、今までのところ、プロジェクト活動の対象となって

いる領域内で、サハリン州のレットデータブックリストに記載されている鳥

類のうち、少なくとも43種の存在を記録した。オオワシに関する調査および

モニタリング計画はEIA補遺版の別の章に記述されており、読者はこれを追加

情報として参照できる。下記の表15.1は、サハリンⅡプロジェクトに関連して

これまで実施された鳥類調査を要約したものである。 
 
表15.1 SEICおよびサハリンⅡプロジェクトのために実施された鳥類学的調査 

調査の題名および実施機関 調査方法および範囲 
Fauna Information and Research Centre, 1999. 

パイプライン領域での水生、希少・保護

種の鳥類の個体数の現状 

文献レビューとフィールド調査の編集（サハ

リンの北東海岸、ルンスキー湾で次の期間実

施。1989 年 4 月 10 日から 6月 28 日、8 月 15
日から 9 月 9 日、1990 年 6 月 1 日から 10 月

10 日、1991 年 5 月 1 日から 7 月 16 日、及び 9
月 20 日から 10 月 22 日）。 
 
1993 年、1995 年、1997 年の湾への視察、及び

1998 年 9 月 26 日から 10 月 17 日にパイプライ

ンルート沿いで指揮された調査。 
動物相情報研究センター、2000 年第一四 
半期。 
サハリン島の湾の北東海岸、ブッセ潟、

アニワ湾及びチュレニー島の鳥類 

文献レビュー 

動物相情報研究センター、2000 年第二四 
半期。 
サハリン北東海岸湾、ブッセ潟、アニワ

湾の鳥類相、フィールド調査。 

6 月 10 日から 11 月 20 日の期間中、さまざま

な場所で実施されたフィールドワーク 
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動物相情報研究センター、2000 年第三四

半期 
 
パイプラインルートの鳥類相、フィール

ド調査。 

パイプラインルート沿いでのフィールド調査

とデータ収集 
7 月 2 日～10 月 16 日（8 月 5 日～10 月 16 日鳥

の渡り） 

動物相情報研究センター、2000 年。 

プリゴロドノエの LNG プラント・OET サ

イトの鳥類相。 

2000 年 6 月 10 日から 2001 年 5 月 26 日までの

期間中、毎月実施された LNG・OET でのフィ

ールドワーク 

動物相情報研究センター、2001 年。 
 
サハリン島とブッセ潟の北東海岸の湾に

おける水鳥の秋の渡り期間のモニタリン

グ、2001 年。 

北東の潟のフィールドワーク、9 月 14-26 日、

10 月 7-16 日。 
 
8 月 17 日、10 月 20 日、11月 4 日、ブッセ

潟。 
極東州立大学、2002年第一四半期。 
 
サハリン-2プロジェクト向け環境調査、

パイプラインルート沿いの机上研究とレ

ポート分野 
 

パイプラインルート沿いの経路の 4000m 以内

における、1998 年以降集められたデータの要

約、鳥の生息地及びレッドデータベース種の

マッピング。実施したいくつかの制限付きフ

ィールド調査作業。 
（8 月中旬～9 月にかける期間） 

極東州立大学、2002年第二四半期。 
 
ボタシノ代替平行パイプラインルート区

間の経路における鳥類相の状態に関する

専門家の判断 
 

過去の調査データとチャイヴァ湾内のパイプ

ラインのボタシノ区沿いで行われた短期間の

野外調査データを使用した机上研究。 
 
 

極東州立大学、2002年第四四半期。 
 
パイプラインルート沿いの建設現場にお

ける鳥類のフィールド・机上研究 
 

チャイボ湾の特定地点、ボタシノ区の机上及

びフィールド調査パイプラインルート沿いの

建設現場に対する生息地と鳥のデータに関す

る机上分析。全ての現場とパイプライン経路

に沿ったいくつかの付加的な場所の周辺 1～
2km 地帯でフィールド作業を実施。 
期間は 8 月 9 日～9 月 20 日 

サハリン州立大学、2002 年。 

BSNB（ビッグ・サウス・ヌス・バイパ

ス）と BS2、ガステロ現場における植物

と動物（鳥類を含む）のベースライン調

査 

2002 年 9 月 19 日、10 月 1 日に実施されたフ

ィールド作業 

鳥類多様性アムールウスリセンター、

2003 年。 
 
ポンプとコンプレッサー、ガス分配ター

ミナルの現場での、パイプラインルート

表面に沿った希少・保護鳥類の研究 

4 月 26 日から 6 月 23 日の期間、パイプライン

ルートに沿った 8 箇所で実施されたフィール

ド調査とモニタリング作業。 

動物相情報と研究センター、2003 年。 
 
繁殖シーズン中のサハリン北東海岸ラグ

ーンにおける鳥類相の研究 

2003 年 6～7 月の期間、北東の潟で実施され

たフィールド調査作業。 

 
15.5 主な生息地および鳥類群に関する記述 
 

サハリン島は陸域、湿地及び沿岸に様々な生息地が存在し、その全てが異な

る鳥類群を育んでいる。過去の研究及び現地調査結果と合わせ、サハリンⅡ

プロジェクトで実施された調査（上記参照）により、これらの生息地に特徴

的な鳥類群（すなわち、プロジェクト活動の影響を受ける可能性がある鳥

類）の識別が可能となった。鳥類と植物の調査は別々に実施され、オオワシ

に関する作業以外は、大部分がプロジェクトの影響範囲内に限定されたもの

であったが、収集されたデータは、鳥類相の判定および分析のための生態系
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に基づくアプローチを開発することに役立ち、これにより生息地の特性およ

び関連する鳥類種をより機能的なレベルで同時に考察することが可能となっ

た。 
 
生態系を共に構成している全ての物理的・生物学的要素のつながり、相互関

係および影響など、複雑な性質に対する詳細な分析は、この報告書の範囲お

よび要求事項を超えている。しかしながら、主な生息地の種類、およびそこ

で記録された鳥類群に関するより広範な分析を通して、次の章で説明されて

いるように、特定すべきより危機的な生息地、特にレッドデータブックに記

載されている種に対する更に正確な定義付けが可能となった。これにより、

プロジェクトが鳥類個体群自体に与える潜在的な影響（繁殖期中の撹乱な

ど）及びこうした種の生存に必要な生息環境に及ぼす影響（生息地面積の変

化もしくは生息地の機能や構造を左右するような物理的作用）に関する更な

る考察の基礎を得ることができた。これについては15章7節と表15.2において、

より詳細に論じられている。 
 

15.5.1 水域（河川、湖沼） 
 

河川および湖沼に生息する鳥類群は比較的小規模であるが、島全体に分布し

ているという特徴がある。イソシギ（Actitis hypoleucos）、カワセミ（Alcedo 
atthis）、キセキレイ（Motacilla cinerea）などは通常、河川を主な生息地とし、

サハリン全体に一様に分布している。チモフスク地域では、少数のカワガラ

ス（Cinclus pallasi）が河川で観察される。河川に特徴的なカモ類としては、

オシドリ（Aix galericulata）、ホオジロガモ（Bucephala clangula）、ウミアイ

サ（Mergus serrator）がいる。オシドリは、パイプラインルートが数多く横断

するような、山地の小規模な河川沿いにある樹林に巣を作る。主に島の北部

に生息するホオジロガモは、よく河口に現れるが、ウミアイサはピレンガ川

やツム川などの、比較的大規模な川の中流で見られる。 
 
パイプラインルートの近く（5km以内）にある湖の数は少ないが、主要な湖の

一つにレビャジエ湖がある。この湖は多くの水鳥および湿地に生息する鳥類

種の営巣地となっており、渡り鳥のシギ類、カモ類やその他の水鳥がサハリ

ン島北部もしくはロシア北極圏まで移動する際の重要な中継地でもある。 
ここで通常記録されている種としては、ミサゴ（Pandion halieatus）、オジロ

ワシ（Haliaeetus albicilla）、アジサシの一種（Sterna camtschatica）、オオハ

クチョウが挙げられる。マダラウミスズメ（Brachyramphus perdix）もまたレ

ビャジエ湖を利用していることがよく知られている。 
 
15.5.2 草地および農耕地 
 

この種の生息地でみられる鳥類相は、牧草地および牧草用干草が生産されて

いる森林地帯の両方の要素から構成される。農耕地では、典型的に牧草地で

見られる鳥類はほとんどが姿を消し、耕地の土地境界周辺のみで見られる。 
 
この種の生息地は、通常、ハシブトガラス(Corvus macrorhynchos)、ハシボソ

ガラス（Corvus corrone）、キジバト（Streptopelia orientalis）といった種の採

餌場となっている。これらの種は、適当な樹木がないことから、この場所に

は営巣しない。十分なデータはないものの、低地の大部分を占める草地の生

息環境では、レッドデータブック記載種のニホンウズラ（Coturnix japonica）
個体群が生息している可能性があり、実際に調査の際に数回観察されている。 
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15.5.3 高茎草原・草地 
 

高茎草原・草地群落はサハリンの南部および中央部に典型的ににみられる。

この生息環境はそれほど広くはないが、多様な構造と構成は、広範な鳥類に

採餌場や営巣に適した環境を提供している。この生息環境は、河川や小川に

極めて近接したところでみられることが多く、常に森林あるいは森林地帯に

囲まれている。従って、鳥類群は、アカハラ（Orpheus rufus）、キツツキ、キ

ビタキ（Ficedula narcissina）、アオジ（Emberiza spodocephala）、キジバトな

ど、疎森および河岸林のような生息地における典型的な種が多い。草地の中

にある小規模な雑木林はキツツキ、キジバト、カワラヒワ（Chloris sinica）に

とって、好適な営巣地となっていることが多い。草地に隣接する森林地域は、

営巣するかあるいは常にそこで採餌をする森林の鳥類の採餌場となっている

ことが多い（シジュウカラ科の小鳥、マヒワ（Spinus spinus）、ウソ、および

カラフトムシクイ（Phylloscopus proregulus）など）。オオジシギ（Gallinago 
hardwickii）は、大抵、高茎草原および草地の周辺部で営巣しているようであ

る。構造的に似ているとはいえ、オヒンスキーおよびノグリスキー地域の森

林地帯でみられる高茎草原は、比較的少数の鳥類相を支えているが、種によ

っては南方の高茎草原よりも多く生息しているものがある。 
 
15.5.4 湿潤なスゲ草地と沼沢地 
 

サハリン北部に特徴的である泥炭地および沖積平野がかなりの面積を占めて

いる（オフィンスキー地域だけで約 25,000km2）。この地域は、他の生息地に

比べると、繁殖している鳥類は比較的少数であり、この生息環境との関連が

明らかになっているのは５～７種のみである。マキノセンニュウ（Locustella 
lanceolata）、シマセンニュウ（Locustella ochotensis）、ツメナガセキレイ

（Motacilla taivana）、シマアオジ（Emberiza aureola）等の種が大部分を占め

る。これらの湿地帯において典型的に見られる種に、近隣の生息環境や中間

的な生息環境（開放水域、低木、草原、及び森林）で見られる他の種が加わ

って、およそ 10～15 の代表種からなる群集を形成している（FESTU 2002a）。

泥炭地の中にある開放水域およびヨシ原・抽水植物の地域は、カモ類、渉禽

類、カイツブリなど他の典型的な種の生息地となっている可能性がある。特

記すべきは、この種の生息環境が、オオジシギやオオヨシゴイ（Ixobrichus 
eurhythmus）などの希少種の生息地となっている可能性があることである。 

 
15.5.5 カラマツ／イソツツジ植生の湿地帯 
 

湿潤なカラマツ－イソツツジ植生は、パイプラインルート沿い、特にサハリ

ン島北部では最も広範で代表的な生息環境で、いくつかの関連する生息環境

で見られる鳥類が混在した、特徴的な鳥類群を形成している。この種の生息

環境ではカラマツが生育しているため、カラマツ林に代表的な種、特にゴジ

ュウカラ（Sitta europea）、ルリビタキ（Tarsiger cyanurus）、カラフトムシク

イ、ヒガラ（Parus ater）、ムギマキ（Ficedula mugimaki）が典型的に見られ

る。これらの種は主にこの種の植生がカラマツ林に移行している、もしくは

樹木の密度が増加している境界地域に生息する。開放地を代表するその他の

種としては、通常、主な湿地帯でみられるシマアオジ、アカモズ（Lanius 
cristatus）、ノビタキ（Saxicola torquata）、ムジセッカ（Phylloscopus 
fuscatus）及びセンニュウなどがいる。 
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ノグリクスキー地区およびドリンスキー地区（レビャジエ湖付近）における

この種の生息環境がマダラウミスズメの繁殖を支えている可能性があること

を特記しておく。 
 
北東部沿岸では、上記２種の生息環境が、沿岸部で特徴的に見られるその他

の多くの種の繁殖を支えている可能性がある。これらの種には、小さな池が

点在する、沿岸付近の開けた湿地帯で繁殖するハマシギのサハリン亜種

（Calidris alpina actities）およびラグーン周辺のまばらで湿潤なカラマツ林内

に生息するカラフトアオアシシギ（Tringa guttifer）が含まれる。沿岸の湿地

帯の中にある開放水面もまた数種のカモ類（オナガガモ（Anas acuta）、マガ

モ（Anas platyrhynchos））やカイツブリ、アビの生息地となっている。北東

海岸の沿岸の湿地は、多数の水鳥（カモ類、ハクチョウ類、渉禽類）の繁殖

期または越冬地に向かう途中で当該地域に集合する春から秋にかけての期間

中は、特に重要な地帯となる。かなり多くのレッドデータブック記載種が渡

りの期間中に、この種の生息環境で記録されている（数種のシギ類、オオハ

クチョウ、コハクチョウ、サカツラガン（Cygnopsis cygnoides）、トモエガモ

（Anas formosa）、カルガモ（Anas poecilorhyncha）など）。これらの渡り鳥

の関するより詳細な情報については、表15.2を参照のこと。 
 
15.5.6 氾濫源のハンノキ－ヤナギ林 
 

この生息環境でみられる鳥類群の大多数は、樹林地－潅木地において典型的

な種で、カラフトムジセッカ（Phylloscopus schwarzi）、ムジセッカ、ノゴマ

（Luscinia calliope）、センニュウ、その他がみられる。また、針葉樹と混合

樹林に典型的な種も生息している（ルリビタキ、キクイタダキ（Regulus 
regulus）、ウソ（Pyrrhula griseiventris）、ヒガラ）。シジュウカラ類はこの

種の生息環境の代表的な種で、夏の初めから終わりにかけて、川の流域に沿

って様々な種が入り混じった大群となって移動し始める。サハリン北部の河

川周辺の広範な地域は針葉樹と混合樹林に覆われているため、隣接するハン

ノキ－ヤナギ林の鳥類群にそれらの生息環境で見られる種が混合している。 
 

15.5.7 ポプラ－ヤナギ林 
 

河岸で見られるポプラ－ヤナギの広葉樹森に特徴的な鳥類群は、主に27～29
種で構成されており、その他にも17～18種が定期的に記録されている。ハン

ノキ－ヤナギ林と同様、多くの派生的な種のグループが河岸林の辺縁部に当

たる樹林地－潅木地の生息環境の代表種となっている。ヤチダモ、ヨウシュ

ハルニレやその他の広葉樹の種から構成される、小規模な残存林は、商用価

値のある鳥、例えば、エゾライチョウ（Tetrastes bonasia）、ヤマシギ

（Scolopax rusticola）、樹木に営巣するカモ類をはじめ、多くの希少種・保護

対象種、特にフクロウ、ミサゴ、オジロワシ、ツミ（Accipiter gularis）、オシ

ドリなど生息している全ての希少種に対して大切な役割を果たしているため、

特に重要性が高い。この樹木に営巣する種として分類されている種の大多数

は、営巣可能な洞のある古くて高い、太い木の幹を必要とする。そのため、

こうした樹木を伐採することは、これらの種の繁殖に有害な結果をもたらす

可能性がある。河岸林（ポプラ植生、ハンノキ植生とも）が季節的な移動の

期間中は、多数の鳥の移動を支えていることにも注意を払う必要がある。 
 
15.5.8 カラマツおよび地衣類の混じったハイマツ林 
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サハリンⅡプロジェクトが影響を与える地域のうち、この種の生息環境はオ

ヒンスキー地区およびノグリスキー地区にのみ存在している。分布および生

態学的に、多くの鳥類、特にベニヒワ（Acanthis flammea）、オオマシコ

（Carpodacus roseus）、ギンザンマシコ（Pinicola enucleator）、ムジセッカ、

ホシガラス（Nucifraga caryocatactes）などがハイマツと特に関連性が深い。

カラマツが混生する領域では、鳥類群にこの種の生息環境に典型的に見られ

る種（ライチョウ（Lagopus lagopus）、ミユビゲラ（Picoides tridactylus）、オ

オモズ（Lanius excubitor）、オオマシコおよびレッドデータブック記載種のオ

ナガフクロウ（Surnia ulula）が含まれる。沿岸部では、地衣類を下層にもつ

ハイマツ林が完全に優占しており、砂利浜や砂洲上に生育しているのが見ら

れる。この種の生息環境は、特にルンスキー湾地域において、コシジロアジ

サシの繁殖上重要な役割を果たしている。 
 
ハイマツ林は、森林火災、伐採および人間活動による影響を受けることが多

い。こうした生息環境の変化は、関連する鳥類相、特に植生の除去およびそ

の後の遷移過程を通してもたらされるような生息環境の変化を巧みに利用す

る、オオカラモズやカラフトライチョウのような種の個体群に変化をもたら

す可能性がある。 
 

15.5.9 カラマツ／イソツツジ林 
 

カラマツ／イソツツジ林は島内の主要な生息環境であり、最も豊かで多様な

鳥類相を支えている。カラマツ／イソツツジ林では75種以上の鳥類が観察さ

れているが、ドリンスキー地区およびマカロフスキー地区では51種、ノグリ

フキー地区では69種と、地域によって生息種の数は様々である（FIRC 
2000c）。この多様性の高さは、この地域が変化に富み、生息環境も様々に断

片化していることによる。結果として、隣接する他の生息環境から移動して

くる様々な鳥類もこの場所に留まり、こうしたカラマツ林を利用している。

そのため、通常、この種の生息環境における鳥類群は、大多数が一時的に当

該環境に滞在する生息種で構成される。サハリン南部、中央部および北部の

カラマツ／イソツツジ林は、鳥類の生息環境としての重要性が異なる。成熟

した北部のカラマツ林、特にノグリフキー地域で見られる植生は、多数の希

少種・保護対象種、あるいは個体数が少ない種（カマバネライチョウの一種

（Falcipennis falcipennis）、ヨーロッパオオライチョウ（Tetrao urogalloides）、

ハリオアマツバメ（Hirundapus caudacutus）など）の生息地となっている。サ

ハリン島北部のこの種の生息環境において、マダラウミスズメが繰り返し観

察され記録されていることは注目に値する。 
 
密生した針葉樹林（トウヒ、モミおよびカラマツ）における鳥類群の構成も

カラマツ／イソツツジ林と類似している。その理由は、主に、生息環境の分

断性および他の生息環境とのモザイク状の相互関係によるものである。 
 
15.5.10 森林火災の影響を受けた樹林地の生息環境 
 

サハリン島北部では、カラマツ／イソツツジ林およびハイマツ林に構成され

る生息環境のかなりの領域が森林火災による影響を受けている。現在、これ

らの地域はもとの生息環境と、撹乱を受けた地域に典型的な、遷移過程の特

定の段階にある植生（ウィローハーブやリードグラスなど）の入り混じった

環境の複合的な鳥類群の生息地となっている。これらのうち、後者の種はビ

ンズイ（Anthus hodgsoni）やノゴマを含むが、低木林に生息する両種は島全体

に分布している。その他の種としては、カラフトムジセッカ、ムジセッカ、
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アカモズ（Lanius cristatus）、センニュウ、アオジ、コヨシキリ

（Acrocephalus bistrigiceps）、ノビタキ（Saxicola torquata）などがいる。また

ノゴマやコヨシキリの巣に卵を産むカッコウ（Cuculus canorus）およびムジセ

ッカ、アオジの巣に卵を産むツツドリ（Cuculus saturatus）も一般に生息して

いる。森林火災が発生した地域内の枯れた樹木は、数種のキツツキ、特にク

マゲラ（Dryocopus martius）、アカゲラ（Dendrocopos major）の採餌場や生息

地となっている。 
 

15.5.11 乾燥した草地 
 

この生息環境は島の南部（コルサコフスキー地区からポロナイスキー地区）

でみられる。カラフトムジセッカ、ムジセッカ、カワラヒワ、コヨシキリ、

ベニマシコ（Uragus sibiricus）、アオジなど、開放地の草地－潅木林植生に関

連した鳥類群がみられ、こうした種は実際にはサハリン全域に生息している。

その他に、一時的な鳥種群として、隣接する樹林地の生息環境から餌を探し

に来る種も含まれる。 
 

15.5.12 マツおよびカラマツの植林地 
 
針葉樹の植林地は島全体に散在しているが、概して、比較的狭い範囲に限ら

れている。植林地内の種の多様性と営巣密度（全体および種毎とも）は樹齢、

植林密度、植林面積と多様性、周辺生息地の特性の四つのパラメータによっ

て決定される。他の針葉樹や低木と混合しながら、非常に低密度で育った成

熟したマツの植林地は、種の多様性が高いという特徴があるが、この主な理

由は、カラフトムジセッカ、タヒバリ、ノゴマなどの典型的ではない種がこ

の植林地に侵入し、利用していたからである。鳥類群の中心（生息地の全範

囲に分布している種）は、ツツドリ、アカアシミズナギドリ、サケイなど、

密生した針葉樹林に典型的に生息する種で構成される。これらの植林地は、

繁殖を終え、渡りに入ったスズメ目の群れ（シジュウカラ類、ムシクイ類、

ヒタキ類）にとって重要な採餌場生息地の可能性がある。 
 
15.6 レッドデータブック記載種にとって重要な生息地 
 

サハリンⅡプロジェクトのために収集したデータおよびその他の利用可能な

鳥類学的な文献に基づく分析によると、プロジェクト活動に関連するレッド

データブック記載の鳥類種にとって特に重要な（上記で述べた通り）生息環

境および地域がいくつか存在していることは明らかである。これらは以下の

ものである。 
 
北東部のラグーン／湿地生態系－沿岸のラグーンとそれに付随した湿潤なカ

ラマツ／イソツツジ林、および沿岸の湿原により複合的に形成された湿地帯

は、多様な鳥類群を支えており、特にこの生息環境では他のどの生態系より

も多くのレッドデータブック記載種が生息している。特記すべき繁殖鳥類に

はオオワシ、オジロワシ、カラフトアオアシシギ、ハマシギのサハリン亜種、

コシジロアジサシ、サカツラガン、エリマキシギ（Philomachus pugnax）、ヒ

バリシギ（Calidris subminuta）などが挙げられる。 
一方、この地域は渡り（春と秋の両方）を行う多くの水鳥を支えており、コ

ハクチョウ、オオハクチョウ、ヘラシギ（Eurynorhynchus pygmeus）、トモエ

ガモ、ウズラシギ、アカエリヒレアシシギ（Phalaropus lobatus）などが含ま

れる。 
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北部の成熟したカラマツ／イソツツジ林－調査（AUCBB 2003）によって、こ

の生息地が、カマバネライチョウの一種、オオライチョウ、キンメフクロウ

（Aegolius funereus）、スズメフクロウ（Glaucidium passerinum）、オナガフク

ロウなどの種にとって特に重要であることが判明した。また、マダラウミス

ズメがサハリン島北部のこの種の生息環境で繁殖していることを示唆する強

力な証拠もある。この生息環境もまた、調査データに基づく分析では、島で

見られる最も多様な繁殖鳥類群を支えている。 
 
主要河川沿いの成熟したヤナギ／ハンノキ林－主要な河川沿いにある混合樹

林の複合体はオシドリ、ミサゴ、オジロワシ、キンメフクロウ（Tengmalm’s, 
pygmy owl）、スズメフクロウ、ツミなどにとって重要な生息地であり、また

多くのスズメ目鳥類の渡りルートや冬期の越冬地として重要な役割も果たし

ている。 
 
アニワ湾の浅い潮間帯およびラグーン－アニワ湾におけるサーモン湾周辺地

域は、通常、多数のコハクチョウ、オオハクチョウ、レッドデータブック記

載種の渉禽類を含む多様な水鳥の春期の集合地点として、特によく知られて

いる。同様にブッセラグーンも渡りを行う水鳥の多くを支えている他、オジ

ロワシが冬期および渡りの期間中に観察される。 
 
その他の地域や生息地も非常に重要であるが（レビャジエ湖およびクリリオ

ン半島の混交林など）、これらはプロジェクト活動の範囲外であるため、こ

こではこれ以上議論や分析を行わない。 
 
これらの主な生息地タイプの分析結果を通して、レッドデータブック鳥類種

を大きく３つに分類できる。 
 
通過するのみの渡り鳥－最も種数が多いグループで、春と秋の渡りの期間中

に、一時的にこれらの生息環境を利用する種で構成される。このグループに

属する種の多くはサハリンでまれに見られる種（ツル類やサギ類など）であ

るが、他の種は毎年数多く見られる種（オオハクチョウやコハクチョウな

ど）である（表15.2参照）。このグループには事実上、アニワ湾の浅い潮間帯

の海域を利用する全ての種および北東沿岸の湿地帯に生息している多くの種

が含まれる。プロジェクト活動がこれらの生息環境の劣化に結びつかない限

り、そして影響を与える可能性のある領域外、期間外でプロジェクト活動を

実施する限りにおいて、これらの種に対する影響は無視できる程度であると

考えられる。（より詳細な考察は15.7節参照）。 
 
サハリンで繁殖する渡り鳥－このグループは前者よりも規模が小さく、繁殖

のために渡ってくるカラフトアオアシシギ、ハマシギのサハリン亜種、エリ

マキシギ、オオジシギ、オシドリ、オオワシなどが含まれる。これらの種の

大多数は北東沿岸の湿地帯および島内にあるその他の湿地性の生息環境（湖、

池沼、沼沢など）を利用している。カラフトアオアシシギなど、このグルー

プに属する数種の鳥類は非常に個体数が少なく、万一、プロジェクト活動の

結果、生息環境が劣化した場合、これらの種も影響を受ける可能性がある。

このグループに属する、湿地に特有の種の多くは、繁殖個体数が少なく、散

発的に観察され、プロジェクト活動に影響を受けないと考えられる生息環境

（開放水面など）を利用している。これらの種に属するものとしては、オオ

ヨシゴイ、バン、クロガモ、ヒメクイナ、カイツブリ、サンカノゴイ、カル

ガモなどが挙げられる。 
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留鳥－このグループには留鳥（１年を通して島内に生息）、あるいは自身の

生息環境に定住している種が含まれる。これらは主に樹林地に生息する種で、

カマバネライチョウの一種、オオライチョウ、ワシミミズク（Bubo Bubo ）、

キンメフクロウ、スズメフクロウなどがこれに属する。また、このグループ

に属するシマフクロウ（Ketupa blakistoni）は、既に50年以上も目撃されてい

ないが、まだ島内に生息している可能性がある。プロジェクトのために実施

された調査中には記録されなかったが、この種の生息に適した河川の流域で

生息を示すいくつかの証拠（1998年に発見された羽など）が見つかっている。

これらの種の大多数（カマバネライチョウの一種など）は生息地が限られて

いる、もしくは個体数が少ない上、特定の繁殖地を必要とするため、これら

の種にとって生息地の変化および損失は、個体数レベルにおいて死活的な問

題となる。オオワシ、オジロワシ、マダラウミスズメも毎年使用している繁

殖地が特定の地域に限定されているため、このカテゴリーに属している。 
 
15.7 レッドデータブック記載種の鳥類群に対するプロジェクト活動の影響 

 
主に以下の２点に関連した活動を通して、人的活動と開発から希少種の鳥類

個体群の大半を保護することが可能である。 
 

• 重要な期間（営巣・繁殖シーズンなど）における撹乱を最小化する、

あるいは防止する。 
• 生息環境の機能的属性と鳥類による利用状況（繁殖、採餌、移動、越

冬のため利用されているプロセスおよび構造など）を考慮に入れ、生

態系および生息環境の維持に努める。 
 

上記の最初の項目は、環境影響を考慮して建設工事のタイミングを図ること、

及びレッドデータブック記載種の鳥類の利用が知られている領域において、

影響を受ける可能性のある地帯を最小化することで対処可能である。プロジ

ェクト活動による影響範囲内（パイプラインルート沿いなど）で特に重大な

価値を有する場所（生息地など）の識別には、ベースライン調査と初期の建

設前モニタリングで得られたデータが用いられている。後述のリストにある

とおり、環境影響評価の一環として開発された具体的な影響緩和対策は、建

設工事期間中に、これらの領域で、レッドデータブック記載種の鳥類に対す

る潜在的な撹乱を回避し、最小化するために実施されている。 
 

• 沿岸のレッドデータブック記載種の鳥類（渉禽類や水鳥など）にとっ

て特に重要な生息地内または影響を受ける生息環境での建設活動（植

生の除去など）は、もし可能であれば、環境影響上、最も脆弱な営巣

時期（５月～８月など）を避けた時期を選ぶべきである。そのタイミ

ングは、繁殖地に５月の中・下旬に飛来し、８月初めから９月に越冬

地に向けて飛び立つハマシギ、カラフトアオアシシギなどの種の繁殖

時期によって決定される。この鳥類群にとって脆弱な時期や建設活動

を回避する件に関する実際的な事柄は、コントラクターとサハリンエ

ナジー社の担当者間の協議で決定する。レッドデータブック記載種の

沿岸に生息する鳥類が島に滞在する期間に関するより詳細な情報は、

表15.2に記載されている。 
• 沿岸部に生息する鳥類が生息地として利用する可能性のある地域を横

断する工事は最小化し、建設は可能な限り迅速に実施すべきである。 
• 絶滅が危惧される種（後述するように特別な対策を適用するオオワシ

を除く）に遭遇した場合、繁殖・育雛期間中（４月～９月）は、サハ

リンエナジー社は可能な限り常に、営巣地および採餌場内における人
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間の存在を極力減らすべきである。この期間には、パイプラインルー

ト沿いと建設現場（LNGプラントおよびOPF）に生息している可能性

のある全てのレッドデータブック記載種の繁殖から巣立ちまでの期間

が含まれる。 
• オオワシがプロジェクトの影響を受ける可能性がある領域では、個々

のケースに対して特別な影響緩和対策を適用する。2005年の建設作業

実施域内にある個々の巣に対する具体的な影響緩和対策を2004～2005
年の冬期に策定し、春の繁殖シーズンが開始する前に実施する予定で

ある（EIA補遺版、オオワシ）。 
• 具体的な影響緩和対策を立案する際には、オオワシ調査プログラム

（SERP）の一環として開発したオオワシに対する影響緩和対策に対

して更に検討を進めていく（EIA補遺版、オオワシ）。 
 

これらの影響緩和対策は、鳥類を支える生息地やプロセスに関して、個々の

鳥類に対する特に短期的な影響に関する可能性に対処するもので、プロジェ

クト活動の長期的影響の改善を意図するものではない。 
 
生息地の維持、及びプロジェクトが生態系と生態学的機能に及ぼす影響の最

小化を図る全領域には、他の多数の環境影響緩和対策が適用される。これら

は数が多いためここでは提示しないが、健康、安全、環境並びに社会的影響

に関する活動計画（HSESAP）パート 2 の表、特に土地管理（表 2.5）と陸上

の生物多様性（表 2.3）に記載されており、より詳細な情報に関してはそれら

の表を参照のこと。これらの影響緩和対策と取り組みは、建設期間および操

業期間中の物理的プロセス（土、大気、水など）を維持し、実現可能ならば、

プロジェクト活動の影響を受ける生息環境をベースラインの状態まで回復さ

せることを目的としている。これらの対策を効果的に実施すれば、レッドデ

ータブック記載の鳥類種（及び大多数の他の鳥類種）を支える生息環境の構

造や機能（生態学的プロセス）を建設期間および操業期間中も損なうことな

く維持することができると考えられる。しかしながら、植生および生息地に

対するプロジェクト活動の直接的影響は改善がより困難である。このような

直接的影響は生息環境の損失及び生息環境の撹乱・変化の２つに区分される。 
 
生息環境の損失－LNG 施設や OPF のような「恒久的」プロジェクト施設の建

設は、生育地に直接的損失をもたらす。しかし、繁殖あるいは渡りを行う鳥

類によるこれらの領域の利用については、レッドデータブック記載種の鳥類

の個体数に対する影響が実現可能な限り最小化されるよう、計画立案および

環境影響評価の過程で（建設前の調査を通して）考慮された（例えば、建設

エリア内にレッドデータブック記載種の個体群存続に必要な生息地が含まれ

ないようにした）。これらの影響に関しては、操業時にはこれ以上の影響緩

和対策は必要とされない。 
 
生息環境の変化－上記で論じた通り、環境影響評価の一環として、生態学的

プロセスに対する潜在的変化を評価している。また、建設工事と操業期間中

は、継続中の環境影響評価プロセス、並びに認識された影響は全て、環境全

般に渡る質の維持を目的とした多数の具体的な影響緩和対策を用いて改善す

る。しかしながら、プロジェクト活動が土壌やそれに関連する植生の撹乱、

あるいは植生の除去につながる地域では、長期に渡って、植生の構成と構造

に変化が起こる可能性があり、その結果、生息地の性質にも変化が生じる。

本質的には、この影響は、石油やガスのパイプラインを埋設するために、生

育している植生を除去する陸上パイプライン用地に関連して生じるものであ

る。パイプラインは多くの種類の生息環境を通過するが、そのルートは全て、
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レッドデータブック記載種の鳥類群に対して何らかの重要性を有する地域で

ある（15.5 節参考）。15.6 節に列記された重要な生息環境に関しては、可能

な場所では、パイプラインルートをそのような領域を避けて設定するか、ま

た、既に人的活動の影響を受けている地域（道路、電気鉄塔など）を通過す

るよう設定した。このようにして比較的損なわれていない生息地への侵入を

減らすことは、レッドデータブック記載種の鳥類の個体数を維持することに

つながると考えられる。このように、自然状態のカラマツ－イソツツジ林と

同様、湿地帯とラグーンが大部分を占める北東海岸の領域も回避された。ま

た、影響緩和対策は、湿地帯全域の植生に対する撹乱のレベルを最小化し、

植生を本来の状態に回復させることを促進するために、建設手順にも組み込

まれている（HSESAP, パート 2、表 2.5、土地管理に関する影響緩和対策のリ

ストを参照）。 
これらの対策を効果的に実施すれば、プロジェクトの操業期間中、これらの

生息地を利用している大部分のレッドデータブック記載の鳥類種を支えてい

る生息環境の構造を確実に無傷のまま存続させることができる（15.5 節参

照）。 
 

しかしながら、パイプラインの安全と技術的・実際的な維持管理上の理由か

ら、パイプラインルート沿いの森林と森林の植物を元の状態に回復させるこ

とは不可能である。パイプライン操業期間中及びそれ以降の数十年間に渡り、

パイプラインルート沿いの森林と森林タイプの生息環境に回復の機会がない

ということは、これらの森林タイプの生息環境を利用している鳥類群が影響

を受け、生息環境において全般的に減少する可能性があることを意味する。 
15.5 節で簡潔に論じたように、カマバネライチョウの一種やオオライチョウ

などのカラマツ－イソツツジ及び密生した針葉樹林に繁殖場所が限定されて

いる種、及びフクロウやオシドリ、マダラウミスズメなどの樹木に営巣する

種がこれらの種に属している。オシドリや数種のフクロウのような種にとっ

て、河川沿いの大きな古い樹木が失われる可能性は重大な意味をもっている。

同様に、マダラウミスズメも分布が制限された森林タイプの生息環境を利用

しているため、この領域の損失は繁殖個体数に危機的な影響を与える可能性

がある（島におけるこの種の繁殖は確認されていないが、繁殖の可能性はあ

る。15.2 表参照）。 
 
15.8 レッドデータブック記載の森林生息種に対する繁殖生息地の損失の回復 
 

上記で議論した通り、オオワシなどのレッドデータブック記載種やレッドデ

ータブック記載種の鳥類群全体に対する潜在的な影響を相殺する影響緩和対

策をプロジェクトに組み込み（ルート内の重要性が認識されている地域にお

ける整地を非繁殖期中に行うなど）、積極的に実施している。それに加えて、

プロジェクト活動が、レッドデータブック鳥類種の鳥と渡り鳥にとって重要

な生息環境を維持している生態学的プロセスに影響を決して及ぼさないよう

に、多数の影響緩和対策を実施している。これらの緩和対策を通して、北東

海岸のラグーンなどの生息環境とレッドデータブック記載種の個体群をプロ

ジェクトの建設期間、操業期間中とも確実に無傷のまま維持することができ

る。 
 
しかし、パイプラインルート沿いの生息環境の変化は数種のレッドデータブ

ック記載種、特に北東部のカラマツ－イソツツジ林、河川沿いのカラマツ－

ハンノキ林で生息あるいは繁殖する種に影響を与える可能性がある。これら

の生息環境の重要性は、プロジェクトのために実施した調査とモニタリング

作業によって確認されている。具体的な緩和対策はすでに、影響の可能性を
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最小化するために、パイプラインの建設手順に以下のように組み込まれてい

る。 
 

• 樹木の伐採は常に最小限とし、通常はサイトの影響範囲内と保安のた

めの緩衝地帯のみに制限する。 
• 認可を受けた建設工事領域以外の樹木を基礎や機材の土台に使用する

ために切ってはならない。 
• 工事現場内に生育している植生を可能な限り維持する。工事範囲が規

定されたら、保護・保存すべき樹木と領域を識別し、明確に標記する。 
 

その他の手段としては、川の多重横断の回避、ヤナギ－ハンノキ林の森林地

帯に覆われた河川の氾濫源に沿ってパイプラインを敷設することを避けると

いった方法などがある。 
 

これらの対策によりルート外の森林資源の損失を限定し、より大きく古い重

要な樹木を保存できる可能性があるが、他方、それらの対策を実施しても、

上記で取り上げた、パイプラインルート沿いの森林に生息する種に起こりう

る繁殖生息地の損失を埋め合わせることはできない。点検と維持管理が可能

な地域で、パイプラインルートに沿った植生の状態を維持することが必要と

されているため、パイプラインルート沿いにある個々の成熟した樹木を移植

して、森林生息地と特別な繁殖生息地として提供することは選択肢に入って

いない。生息地の損失がこれらのレッドデータブック記載の鳥類種に与える

実際的影響は定量化が困難である。建設前のモニタリング調査（AUCBB 2003、
詳細は表 15.2 参照）から、いくつかの種、特にキンメフクロウ、スズメフク

ロウ、オシドリが、パイプラインルート区域内の生息に適した地域（これら

の生息地については 15.5 節を参照）に頻繁に現れるということが明らかにな

っている。従って、これらの種に限って言えば、これらの生息地のどこにで

も生息できる可能性があると仮定できる。繁殖場所の利用可能性は個体群規

模を維持するための重要な制限要因と考えられることから、パイプラインル

ートが生息地を通過するところでは、繁殖場所（木の洞等）の潜在的損失に

対処するための適切な影響緩和対策が必要である。 
オシドリやフクロウが繁殖場所として利用しているこれら樹木（木の洞な

ど）の損失は、人工巣箱の設置によって緩和できる可能性がある。他の事例

では、フクロウやオシドリのための人工巣箱が個体数の維持と増加に非常に

効果的であると立証されている（例えば、ヨーロッパにおけるスズメフクロ

ウの個体群の 90％は人工巣での営巣である）。日本の北海道の巣箱設置計画

により、特にシマフクロウの繁殖個体数の増加に成功したと立証されている。

巣箱の設置によってパイプラインルート沿いに生息する数種の個体数密度を

増加させることができる可能性がある。また、おそらく、適当な繁殖場所を

持てない若いペアに新しい営巣場所を提供すれば、繁殖率が増加する可能性

がある。 
 
このため、影響緩和対策を追加し、適切に実施するよう計画している。フク

ロウとオシドリに繁殖地を提供する人工巣設置の可能性を評価するために、

2005 年中にパイプラインルート沿いの特定の場所に巣箱を設置する計画を導

入する予定である。この計画のモニタリングにより効果があると判定されれ

ば、この計画をパイプラインルート沿いの他の選定場所にまで拡大する予定

である。試験的に 10～20 個の巣箱の設置が予定されており、環境教育の一環

として地元の学校とともにこの試みを実施する予定である。 
 
15.9 モニタリング 
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パイプラインルート沿い、LNG施設、OPF現場などでの活動を含め、建設期

間中における特定鳥類のモニタリング計画が作成された。この計画には、建

設前、建設中、建設後の３つのモニタリング期間が設定されており、レッド

データブック記載の鳥類種の個体数に対するプロジェクトの潜在的影響を評

価することを目的としている。計画はHSESAPパート2の付録Cに要約してあ

るが、陸上パイプラインのモニタリング計画に関しては、上記の考察の内容

を論証するため、下記に改めて記述した。 
 
モニタリング計画の目的は、パイプラインルートの外側4 km（2＋2km）内に

あたるパイプラインルート沿いの特定の地点において、対象となるレッドデ

ータブック記載種の個体数（下記一覧参照）をモニターすることである。モ

ニタリングを行う場所は、可能な限りパイプラインルート沿いでレッドデー

タブック記載の鳥類種が生息している生息環境を代表するような区域で、か

つ外的な影響に対して様々な脆弱性をもつような場所を選択している。モニ

タリングとして、対象となる種の主な営巣期間中にルートセンサスによる調

査を行う（４月中旬から７月までの7～10日間）。それぞれの場所で、レッド

データブック記載種の同定と個体数を決定するために、ルートセンサスおよ

びポイントセンサス法を用いる。事前調査中に収集したデータを基に、将来

のモニタリングのために、レッドデータブック記載種を支えている代表的な

生息地を結ぶ特定のルートを選定する。 
 
モニタリングのために選定された10地点は、パイプラインルート全長の約

10％に相当し、長さが各々４～32kmで幅が４kmのモニタリング地点がパイプ

ライン周辺地域の８ヵ所、さらに２ヵ所の建設現場（ガステロ及びGDT）か

ら構成される。モニタリング地点としては、地理的にパイプラインルート沿

いで、主要なタイプの生息環境を総合的に含み、主なレットデータブック記

載種の鳥類群が観察できるような場所を選択した。トウヒ－カラマツ林、沼

地、混合森林地帯（シラカバ、カラマツ、ヤナギ、ハンノキ）などの森林タ

イプの生息環境、湿地および河岸平地の生息環境（スゲの沼沢地、河岸林及

び草地）を対象としている。狭い範囲ではあるが、農業耕作地や人の居住地

もモニタリング計画に含まれている。 
 
1 パイプラインの564km－596km区間（アニフスキーとコルサコフスキー地

区）―ユジノサハリンスクの南境界線からLNG・OET現場まで。 
 
現在の主な生息地には、トウヒ－モミの植林地、密生した針葉樹林の小規模

な断片地、混在するカラマツ－トウヒ－モミとアシの群落、アシの群落（密

生した針葉樹林の後に二次的に生長）がある。落葉樹は低い山の斜面にヤナ

ギと混在しており、ハンノキの森林が河川の流れる谷間にある。ススナイス

カヤ低地の泥炭地は農業用地が優勢である。 
 
2  (A)パイプラインの457km－495km区間（ドリンスキー地区）―イズブロヴ

ィ保護区内。(B)パイプラインの457km－495kmの区間（ドリンスキー地区）

―ソヴェツコエの入植地―レビャジエ湖。 
 
この区間の北半分（キルピクナヤ川の北）は、二次林のトウヒ－モミ、密生

した針葉樹林の断片地、マツの植林地、しばしば下層に竹がある河岸林のカ

ラマツ林などから構成される針葉樹によって占められている。河岸林では、

古いヤナギが一年草と多年草（シモツケ、イラクサ、コウモリソウ属

（Cacalia）の一種など）の厚い下草を伴って生育している。キルピクナヤ川
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の南までは、草地などが混在した低湿地からなる農業生産用地が広がってお

り、灌漑用水路が点在している。パイプライン建設地の外側には、レビャジ

エ湖の周縁に沿って湿地の低木植物が生育している。 
 
3 パイプラインの353km－376km区間（マカロフスキー地区）―マカロフスキ

ー保護区の境界内。 
 
この区域は、二次林の落葉性で小葉の森林（ハンノキ、シラカバ、ナナカマ

ド）を特徴とする。草地の群落は伐採された密生原生針葉樹林に出現する。

区域の最北、中央及び南西部では、針葉樹と小葉の落葉樹が、乾燥した混合

種の草地と交互に点在している。北西では、暗い針葉樹林の断片地が川に沿

ってハンノキ、ヤナギ、ポプラの森林と混在している。 
 
4パイプラインの75km－85km区間（ツモフスキー地区）―トゥモフスコエの

入植地に近接するトゥム川沿いの谷間の森。 
 
区域に沿って広く分布している二次的なカラマツと小葉の落葉樹林。トゥム

川とマラヤトゥムの谷間は、ヤナギ、ハンノキ、様々なヤナギ属の種ととも

にポプラやニレの小さな立ち木がある森林植生から構成される。氾濫源には、

若いヤナギが生育し、洪水の際に打ち寄せられた大量の堆積物が厚い塊とな

っている。トゥム川とマラヤトゥムの間には、農業用低湿地と灌漑用水路が

数多く存在する。 
 
5 ヌシュ二次ルートの30km－44km区間（ノグリクスキー地区）―ナビル川沿

いの谷間の森。 
 
ナビル川沿いに存在しているヤナギ、ハンノキ、シラレヤナギ種から成る河

岸林では、二次林のまばらな針葉樹とカバノキの森が優勢である。 
 
6 ヌシュ二次ルートの3km－7km及び24km－30km区間（ノグリクスキー地

区）―密生した針葉樹林が主に山に生育し、南方のドライブ道路沿いの平野

にはまばらに樹木が育っている。 
 
3－7kmの区間の植生は、湿潤でまばらなカラマツ林からなり、更に進むと山

の斜面上にトウヒ－モミ－カラマツ林があり、その森には下草としてイソツ

ツジ（野生のローズマリー）が生育しているカラマツ林がある。オルクニイ

川沿いの谷間には、湿潤な小葉の樹木林と針葉樹林がある。24－30kmの間の

なだらかな山の斜面上は、カバノキとトウヒが点在している成熟したカラマ

ツ－イソツツジ林によって占められている。 
 
7 パイプラインの北方の157kmからバジ川とルートの交差点までの区間（ノグ

リクスキー地区）。 
 
この区域の主な生息環境のタイプは、小規模なアシの原野を含むトウヒとモ

ミ－カラマツ林とスゲが生息するカラマツ－イソツツジ林である。草の生育

する低湿地が混在する針葉樹と小葉の樹木林がニジニ川、ナゴルニ川、バジ

川の上流沿いにある。この地域の多くは道路建設と木材の伐採により荒廃し

ている。 
 
8 パイプラインの北方地区の75km－104km区間（ノグリクスキー地区）。 
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この地区を占めているのは、乾燥林と湿地林が混在するカラマツの森で、イ

ソツツジ、カバノキ、コケモモが生育している。トウヒとモミ林が川の流域

を占める一方、川の谷間の低地にはヤナギ、ハンノキ、ウワミズザクラ林が

ある。非森林区域は、アシ原、数種の草が混在する低湿地と沼地で占められ

ている。ニースキー潟に沿った海岸地区にはスゲとアシの低湿地があり、イ

ソツツジ、ホロムイイチゴ、シャクナゲ属の花木が生育している、湿潤でま

ばらなカラマツ林がある。森林地帯はかなり火災の影響を受けてきた。 
 
ガステロ建設現場 - PCS-2（ブースター基地 2）区域にある生息地には、小葉

種（ハンノキ、ヤナギ）の混在した森林地帯とともに、二次林のカラマツと

トウヒの樹林がある。ガステロの建設地付近には、荒地、アシの生育してい

る林間の空き地及び低湿地がある。 
 
GDT建設場所（ヴァルから8km）–現場の生息環境は、トウヒと若いハンノキ

の森林地帯とともに、まばらなカラマツ林から構成されている。シグゴール

川沿いには、沼地とスゲ、アシの低湿地を含むヤナギとハンノキの樹林があ

る。 
 
各々の指定区域で測定すべきパラメータは以下の通りである。 
 

• 構造的特徴、及び希少種・保護対象の鳥類の生息地の領域。 
• 確定された生息地内の生態学的相互関係の範囲とその他の特徴。 

 
各モニター区域での主な調査対象として、以下の種が選ばれた。（番号順） 

 
1 Gallinago hardwickii Japanese Snipe  オオジシギ 
2 Emberiza schoeniclus Reed Bunting  オオジュリン 
Gallinago hardwickii Japanese Snipe  オオジシギ 
Luscinia akahige Japanese Robin  コマドリ 
3 Aegolius funereus Tengmalm's Owl  キンメフクロウ 
Aix galericulata Mandarin Duck  オシドリ 
Gallinago hardwickii Japanese Snipe  オオジシギ 
Glaucidium passerinum Pygmy Owl  スズメフクロウ 
4 Aix galericulata Mandarin Duck  オシドリ 
Gallinago hardwickii Japanese Snipe  オオジシギ 
5 Falcipennis falcipennis Siberian Spruce Grouse  カマバネライチョウの一種 
Falco subbuteo Hobby  チゴハヤブサ 
Gallinago hardwickii Japanese Snipe  オオジシギ 
Pandion haliaetus Osprey  ミサゴ 
6 Aegolius funereus Tengmalm's Owl  キンメフクロウ 
Aix galericulata Mandarin Duck  オシドリ 
Brachyramphus marmoratus Marbled Murrelet  マダラウミスズメ 
Cygnopsis cygnoides Swan Goose  サカツラガン 
Falcipennis falcipennis Siberian Spruce Grouse  カマバネライチョウ 
Haliaetus pelagicus Steller's Sea Eagle  オオワシ 
7 Aegolius funereus Tengmalm's Owl  キンメフクロウ 
Brachyramphus marmoratus Marbled Murrelet  マダラウミスズメ 
Falcipennis falcipennis Siberian Spruce Grouse  カマバネライチョウ 
Glaucidium passerinum Pygmy Owl  スズメフクロウ 
Surnia ulula Hawk Owl  オナガフクロウ 
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8 Haliaetus pelagicus Steller's Sea Eagle  オオワシ 
 
鳥類学上の関心事項に対応するために、OPF と LNG の建設現場に対するモニ

タリング計画が別途作成された。LNG におけるモニタリングの対象種はオオ

ジシギとその他の営巣種であるが、LNG 施設の半径２km 以内に生息する全て

の鳥類をモニターすることになっている（調査期間中に観察される渡り鳥を

含む）。OPF でのモニタリングの対象は、繁殖シーズンのオオワシ、オジロ

ワシ、カマバネライチョウの一種、マダラウミスズメ、フクロウ類、並びに

秋期の全ての渡り鳥である。モニタリングは OPF の境界から 500m の圏内と

OPF から 1～2km 離れた区間のコントロール地点で行う。 
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表 15.2 サハリンⅡプロジェクト活動に関連する、種の生息状況、存在及び生息地要件の詳細に関するサハリンのレッドデータブックの鳥類種のリスト。リストには 
サハリン島（千島列島を除く）で定期的に記録される種と最近記録された種、並びに日ソ渡り鳥協定に含まれている鳥類種が記載されている RRDB＝ロシア国レッド
データブック、SRDB＝サハリン州レッドデータブック、USSR-JAP.T＝日ソ渡り鳥条約に記載された鳥類種、IUCN＝IUCN／バードライフ アジアのレッドデータブック
に掲載された鳥類種。 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 
計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Gavia adamsii 
 
ハシジロアビ 
 

    春と秋に渡る

希少な渡り

種。夏期に渡

りのために通

過。まれに越

冬。 

北東海岸、テルペニヤ及びアニワ湾で記録され

た。夏の渡り中は海岸水域とラグーンに生息。

千島列島と日本の海岸水域に向かう越冬地への

飛行ルートはサハリン海岸の南側に沿ってい

る。 

特定調査期間中、記

録なし。 
北東の施設（ピル

トン－ルンスコエ

とパイプライン上

陸地点）及びアニ

ワ湾の LNG・TLU
に近い沿岸部とラ

グーン水域に生息

する可能性あり。 

個体数は少。特別なデ

ータ無し。 

Tachybaptus 
ruficollis 
 
カイツブリ 

    渡り種、まれ

に繁殖 
留鳥（？） 

サハリンが生息限界に当たる希少種。川岸と水

辺の植物がある流速の遅い浅い澄んだ水の流域

（小湖沼、ラグーン、泥炭地、貯水池など）に

生息している。秋の渡りの時期（10 月から 11
月の終わり）に無氷湖や浅い海岸水域で見られ

る。少数の鳥が越冬する可能性がある（レビャ

ジエ湖など）。秋の渡りの時期にポロナイ湾の

浅い湖（この地で営巣もしている可能性あり）

とポロナイ川の氷結しない支流地域で定期的に

観測されている。 
 

１羽記録。 ポロナイ川に現れ

うることからパイ

プライン横断付近

にも出現する可能

性がある。 

 

Phoebastria 
albatrus 

アホウドリ 

    移動中に時折

記録されてい

る。 

時折、春と夏にサハリンの北東沿岸沖で記録さ

れる。この種は、1995 年にチャイボ湾の近くで

観察された。 

特定調査期間中、記

録無し。 
ピルトン－ルンス

コエのプラットフ

ォーム地域を通過

する可能性があ

る。 

 



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
0000-S-90-04-P-7069-15-J 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Phoebastria 
nigripes 

クロアシアホウド

リ 

    移動中に時折

記録されてい

る。 

この種は北西ハワイ島及び日本の外縁にある３

つの島で繁殖している。この種は北太平洋中に

広く分散し、定期的にベーリン海や北アメリカ

の太平洋岸まで到達している。オホーツク海に

一定数の群がいる可能性があり、大抵は千島列

島周辺の海域に留まっている。 

特定調査期間中、記

録なし。 
プロジェクト活動

が行われる海洋・

海岸地域では遭遇

する可能性は低

い。 

 

Diomedea 
immutabilis 

コアホウドリ 

    サハリン東沖

海上に非常に

稀に現れる種 

コアホウドリは中央太平洋の島上、特にハワイ

列島の島々で繁殖する。一方、他のアホウドリ

の種は通常、沖合の開けたな大洋の水域に現れ

る。一定数が海流に乗ってオホーツク海に移動

し、それらの大部分は千島列島周辺海域に留ま

る。 

特定調査期間中記録

無し。 
プロジェクト活動

が行われる海洋・

海岸地域では遭遇

する可能性は低

い。 

 

Puffinus tenuirostris 

ハシボソミズナギ

ドリ 

    通常、夏に沖

合に渡ってく

る渡り鳥。 

この種はオーストラリアとニュージーランドで

繁殖し、南半球の冬の期間（5月から8月）、換

羽と食べ物のために北半球の温暖な海域に移動

する。多数（約800,000羽）がサハリンの南東海

岸の大陸棚と深海地域、特にテルペニヤ湾とア

ニワ湾南の沖に現れる。北東海岸沖の個体数は

通常かなり少ないが、年によってはミズナギド

リの大量発生が起こることもある。 

特定調査期間中記録

無し。 
プロジェクト活動

が行われる海洋・

海岸地域では遭遇

する可能性は低

い。 

 

Puffinus griseus 

ハイイロミズナギ

ドリ 

    通常、夏に沖

合に渡ってく

る渡り鳥。 

この種はオーストラリアとニュージーランドで

繁殖し、南半球の冬の期間（5月から8月）、換

羽と食べ物のために北半球の温暖な海域に移動

する。多数（訳800,000羽）がサハリンの南東海

岸の大陸棚と深海地域、特にテルペニヤ湾とア

ニワ湾南の沖に現れる。北東海岸沖の個体数レ

ベルは通常かなり低いが、年によってはミズナ

ギドリの大量発生が起こることもある。 

 この種はサハリン

北東にあるプラッ

トフォームの近く

にも現れる可能性

がある。アニワ湾

沿岸水域には注目

するほどの個体数

は存在していない

ようである。 
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クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Puffinus bulleri 

ミナミオナガミズ

ナギドリ 

    サハリン東沖

海上に非常に

稀に現れる種 

ミナミオナガミズナギドリは、ニュージーラン

ドの北島沖に位置するプア・ナイツ島上でのみ

営巣する。赤道を通過する渡りにより、4～5 月

に北の亜極圏の海域に向かい、そこでは北半球

の夏の間、海洋地域で観察される。オホーツク

海は通常の渡りの範囲からは外れており、サハ

リン沖に現れるかは明らかになっていない。 

特定調査期間中記録

無し。 
プロジェクト活動

が行われる海洋・

海岸地域では遭遇

する可能性は低

い。 

 

Calonectris 
leucomelas 
 
オオミズナギドリ 

    移動途中の個

体がまれに記

録される 

北東の沿岸沖でまれに記録される。 
チャイボ湾地域での記録がある。 

特定調査期間中記録

無し。 
ピルトン－ルンス

コエのプラットフ

ォーム地域を通過

する可能性があ

る。 

 

Phalacrocorax 
capillatus 
 
ウミウ 

    営巣 
渡りおよび通

過種 

主にサハリン南方に限定された沿岸種。アニワ

岬に小さな繁殖個体数（50～60 ペア）が現れる

（Nechaev, 1991）。おそらくトニノ－アニフス

キー半島でも繁殖している可能性がある。季節

的な移動と分散の時期には、鳥の集団はテルペ

ニヤ湾とアニワ湾、特にアニワ湾のプリゴロド

ノエ村近くの「ユノナ岩」で見られる。 
単独鳥と小さな群れが南サハリンの氷結しない

水域で越冬するものと考えられる。 
秋期には、この種は千島列島と日本の沿岸水域

に渡る。 

特定調査期間中記録

無し。 
渡り途中に、プリ

ゴロドノエの LNG
施設近くのアニワ

湾に現れる。 

 

Botaurus stellaris 
 
サンカノゴイ 

    まれな渡り鳥 
少数の繁殖個

体群（？） 

少数の渡り中の個体が主にサハリン南方で記録

されている。湖や池の縁の茂った植物の中に生

息している。適当な場所で繁殖している模様で

あるが、数は不明。 

特定調査期間中記録

無し。 
プロジェクト活動

予定地に生息する

可能性は小さい。 
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SRDB USSR-
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Ixobrychus 
eurhythmus 
 
オオヨシゴイ 

    春と秋の渡り 
サハリン島で

少数が繁殖 

この種は東南アジア（韓国、中国、中国の東）

に生息し、春にロシア北東部に移動する。サハ

リンでは 5 月遅くから 6 月中旬にかけて、少数

の渡り鳥が繁殖場所に到着する。湿地、浅い湖

の湖畔、湿った草原の中の開けた場所に営巣

し、巣は地上高く密集した草の中に作られる。

繁殖する集団の状態は知られていないが、ノボ

ツロイツコエ村の近くのツム湾や、おそらくナ

ビル湾の適当な生息地で繁殖していると考えら

れる。8 月の後半から河岸林に沿って小グルー

プで海岸へ移動する。 

ソコルの近く及びベ

ロエ村とチュモフス

コエ村の間にあるテ

ィム川の谷間で秋の

渡りが記録された

（おそらく繁殖地の

近く）。ナビル湾の

周辺でも観測された

（調査地点で 1～3
羽が記録された）。 

この種の繁殖生息

地がナビル湾のパ

イプラインルート

と隣接する海岸部

に存在する可能性

あり。 

 

Gorsachius goisagi 
 
ミゾゴイ 

    まれな迷鳥 
 

サハリン南方で記録された（1950 年以前）。大

多数は日本（本州）に限定されている。 
調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Bubulcus ibis 
 
アマサギ 

    まれな迷鳥 サハリンの南部及び東部で時折記録される。 調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Egretta alba 
 
ダイサギ 

    まれな迷鳥 サハリンの南部及び東部で時折記録される。 3 羽の個体がヴァル

の湖で記録された

が、パイプライン経

路の外側であった

（FIRC 2000 年）。

ジーコフ&ネチャエ

フ（2000 年）は

1998 年 5 月アニワ湾

（サーモン湾）の北

部地域で２羽が目撃

されたと報告。 

アニワ湾、プリゴ

ロドノエの LNG
施設の近隣に時折

生息。 

 

Egretta intermedia 
 
チュウサギ 

    迷鳥 サハリン南部、特に南東部の海岸が記録されて

いる。夏期に時折現れる。東南アジア全体、特

に日本で繁殖する（本州と四国）。 

   

Egretta garzetta 
 
コサギ 

    非常にまれな

迷鳥 
サハリン南部で 2～3 羽が記録された。 調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  
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Egretta eulophotes 
 
カラシラサギ 

    偶発的飛来 サハリン南部で 2～3 羽が記録された。主な個

体群は中国南東、北朝鮮及び香港に生息。 
調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Ardea purpurea 
 
ムラサキサギ 

    偶発的飛来 テルペニヤ湾周辺で記録あり。 調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Platalea leucorodia 
 
ヘラサギ 

    偶発的飛来 1950 年以前の記録。 調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Ciconia boyciana 
 
コウノトリ 

    まれな迷鳥 夏に時折現れる。主に島の南部（アニワ湾、ブ

ッセラグーンなど）で記録。 
調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Ciconia nigra 
 
ナベコウ 

    まれな迷鳥 まれな渡り鳥。チャイボ湾で記録あり。 調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Branta nigricans 
 
コクガン 

    まれな渡り種 サハリン北東部ラグーン（ピルトン）と南部

（サーモン湾、アニワ湾及びブッセラグーン）

で少数の記録あり。 
 

調査期間中、記録な

し。 
アニワ湾、プリゴ

ロドノエの LNG
施設の近隣に存在

する可能性。OPF
及びパイプライン

上陸場近くの北東

のラグーンに現れ

る可能性がある。 

 

Anser erythropus 
 
カリガネ 

    通過する希少

な渡り種 
小さな群れが南（アニワ湾）に現れることもあ

るが、大抵は、サハリン島の北半分に限定的に

みられる春と秋の渡り鳥。カムチャッカやオホ

ーツク海の海岸からサハリン北方に到着。島を

東から西に横切り、アムール川とウッソウリ川

を通過し、更に南の中国まで向かう。少数の群

れは越冬のために日本に移動する。サハリンの

渡り鳥は北方の水のきれいな湖や北東、西海岸

の湾に生息。渡りの時期は春は 4～5 月、秋は 9
～10 月。越冬地（主に中国）へのルートはロシ

ア本土を横断する。 
 

調査期間中は記録が

なかったが、渡り鳥

の小さい群れが以

前、ピルトン湾、チ

ャイボ湾及びルンス

キー湾で記録され

た。 

春期、アニワ湾プ

リゴロドノエの

LNG 施設近隣に存

在する可能性あ

り。OPF 及びパイ

プライン上陸場近

くの北東のラグー

ンに現れる可能性

がある。 

個体数は少ない。1982
年 9 月後半にシュミッ

ト半島（サハリン北

方）で最大 500 羽が記

録された。（Eremin, 
Voronov, 1984）15 羽の

群れがアニワ湾で記録

された。（Nechaev, 
1991） 
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Anser cygnoides 
 
サカツラガン 

    希少な繁殖・

渡り種 
おそらく少数が、サハリン北方のオホーツク海

に注ぐ川（ヴァルとピルトン）やタタール海峡

に注ぐ川の上流流域の湖や池の近くの湿地帯で

繁殖している（Nechaev, 1991）。また少数がル

ンスキー湾とナビル湾の海岸線で繁殖している

可能性がある。渡りの時期は北東沿岸のラグー

ン、特にチャイボとピルトン及び更に南のティ

ム川やポロナイ川沿いの谷間やアニワ湾に現れ

る可能性もある（通常、2～3 羽程度）。しかし

繁殖状態は現在のところ不明（Poyarkov, 
2001）。島の北方地域で営巣している鳥たちは

本土からサハリンに飛来する。越冬地へのルー

トは日本海の北方地域とタレナイ海峡を横断す

る。少数の鳥は日本で越冬。 

2003 年に実施された

モニタリング調査の

際、オルクニイ川の

堤防上でペアが記録

された。これはパイ

プラインルート用地

内における最初の記

録であり島全体にと

っても重要な発見で

ある。 

調査データはこの

種がパイプライン

ルートに生息して

いることを示して

いる（非常に少数

ではあるが）。渡

り鳥が北東のラグ

ーンに現れる可能

性もある。 

この種の世界全体の個

体数は危機的な状況

で、一定速度で減少し

ている。概算では、現

在サハリンに飛来する

数は 1940－1950 年時

の 10 分の 1 しかな

い。サハリン地域での

1970 年代末までの生息

数は 1920 年から 1930
年時の半分以下であっ

た。 

Cygnus cygnus 
 
オオハクチョウ 

    営巣、渡り及

び一時滞在 
サハリン北方の大きな湖や湾（ピルトン、チャ

イボ、バイカル湾やスラトコエ湖の近く）の周

辺、ムラフイェフスカヤ低地（ソヴォボドノエ

湖）、さらにおそらくティム川とポロナイ川沿

いの谷間で繁殖（Nechaev, 1991）。渡りの時

期、鳥たちは湾の浅い領域、岩場近くの海岸、

砂浜、大きな湖や川に現れる。春の渡りは通常

3 月の第 3 週から 5 月の第 1 週の間に行われ

る。秋の渡りは 9 月から 11 月の前半の間であ

る。日本への渡りの飛行ルートは、島を横切り

南下する。 

2000 年の調査時、春

の渡りがアニワ湾

（300 個体）で記録

された。2003 年春、

パイプラインルート

南部の数箇所で、小

さな渡りの群れが記

録された。

（AUCBB, 2003） 

アニワ湾、プリゴ

ロドノエの LNG
施設の近隣に生息

している。北東の

ラグーン、OPF と

パイプライン上陸

場の近くあたりに

現れる可能性があ

る。 

合計繁殖個体数は少な

く、つがいは 20－30
羽以上ではないと思わ

れる。渡りの時期には

多数が現れる（1992 年

春、アニワ湾での概算

は 15,000 羽）。個体数

は過去 30 年間増加し

ているが、おそらく日

本の越冬地の状態が改

善されているためと推

察される。 
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Cygnus columbianus 
bewickii 
 
コハクチョウ 

    渡り及び少数

が越冬 
渡り時の生息地は湾や大きな湖の浅い領域。サ

ハリンで最も好まれる場所はアニワ湾（サーモ

ン湾）、レビャジエとネフスコエ湖、北東と西

の浅いラグーンである。コハクチョウは春の渡

り鳥としては比較的一般的な種で（1992 年 4 月

には、アニワ湾においてオオハクチョウと混ざ

った群れで少なくとも 6,000 羽がカウントされ

た）。より小さな群れは、通常数百羽で、春

期、北東のラグーンに現れる。秋期（10 月から

11 月の前半）には、主な移動ルートとして、サ

ハリン島を越えて更に南へのルートを取る。10
月中の南への渡りを控えた 9 月には、ピルトン

湾でコハクチョウの数が多くなる。（7,000～
10,000 羽） 

北東部で実施された

秋の調査期間中、一

般的に記録され

（FIRC、2001 年な

ど）、最大 10,000 羽

が観測された（ピル

トンとチャイボ）。

2000 年の春の渡りの

調査期間中にアニワ

湾で記録された。 

渡り時にアニワ

湾、プリゴロドノ

エの LNG 施設の

近隣に生息。渡り

時に北東のラグー

ン、OPF とパイプ

ライン上陸場の周

辺に現れる可能性

がある。 

調査データは、コハク

チョウが更に南方への

渡りを完了させる前

に、秋の間、中間地点

としてピルトン湾の北

方を利用していること

を明示している。より

少ない数（1,000～
2,000 羽）がチャイボ

湾の北方端を利用して

いるが、この地域のそ

の他のラグーンの利用

は非常に限られてい

る。春の渡りでは氷の

状態に応じて、かなり

多数（2,000～10,000
羽）がラグーンを利用

している（例えば、氷

に覆われていない利用

可能なラグーンの水

面）。 
Anas 
poecilorhyncha 
 
カルガモ 

    渡り及び繁殖

（？） 
島の北東のラグーンでたびたび渡りが観測され

る（1990 年のピルトンでの記録など）。この種

は北東周辺の池で少数が繁殖しているのではな

いかと推察されている。アニワ湾でも移動が記

録されている（サーモン湾）。巣がススヤ川の

河口近くで発見されたという古い記録（1906）
がある。最近のデータは、少数が好適な場所で

繁殖していることを示唆している。 

2003 年、レビャジエ

湖の近くのパイプラ

インルートでの調査

で、春に２羽が記録

された。それらのカ

ルガモがが現地で繁

殖したものであるか

あるいは渡りの鳥で

あるかは断定できな

い。 

島では時折生息が

確認され、個体数

レベルも非常に低

いので、プロジェ

クト領域でこの種

に定期的に遭遇す

る可能性は低い。 
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IUCN      

Anas formosa 
 
トモエガモ 

    希少な渡り種 トモエガモはロシア東方でのみ繁殖することが

知られており、ロシア極東、モンゴル、日本、

北朝鮮、韓国、中国北方への渡りが見られる。

主な繁殖地は北方のタイガと南方のツンドラ、

ヤクート、チュクチ、マガダン、ハバロフスク

地方にあり、ハバロフスク、アムール、プリモ

ーリエ、サハリン地方で渡りが見られる。サハ

リンでは 4 月から 5 月及び 9 月から 10月に渡り

の通過が記録されている（Nechaev, 1991）。テ

ルペニヤ湾、ポロナエスク、コルサコフ近くの

ソロヴィエフカでの 1940 年以前の記録もあ

る。最近の記録の一つは 2001 年のもの（右欄

参照）。 

2001 年秋、ナビルス

キー湾での調査活動

中、1 羽が記録さ

れ、これは少なくと

も 1937 年以降の記

録としては最初のも

のだった。 

北東のラグーン、

OPF 及びパイプラ

イン上陸場の周辺

に渡り鳥が現れ

る。 

残念ながら、ナビルス

キー湾で記録されたこ

の鳥は、ハンターによ

って撃たれてしまった

（標本は現在サハリン

博物館にある）。しか

し、地元のハンター

は、この種が定期的に

現れると証言した。

2001 年の調査期間中、

ナビルスキーに多くの

トモエガモがいたとの

指摘があった。 
Polysticta stelleri 
 
コケワタガモ 

    まれな迷鳥 この種のサハリン北東の海岸一帯での渡りはま

れ。以前はピルトン湾で記録された。 
調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Aix galericulata 
 
オシドリ 

    営巣、渡り この鳥は樹木に営巣する種で河岸の深い森（落

葉樹及び混合）に生息する。サハリンでは、こ

の種は、最北は西のヴィアフツ川流域から東の

ピルトン川流域まで繁殖域があることが知られ

ている。ティム川、ポロナイ川、ススヤ川及び

メレイ川やその他の川の流域でも記録されてい

る。渡りの時期は湖、河口、北東のラグーンで

も見られる。サハリンの繁殖集団はおそらく越

冬のために日本に移動すると考えられる。 
 

2003 年に実施された

繁殖鳥の調査期間

中、8 箇所のモニタ

リング地点で少なく

とも 14 ペアが記録

された。2000 年のパ

イプライン調査でも

記録された。（14 羽

の個体、ただし繁殖

は未確認） 

この種はパイプラ

インルート沿いの

適当な樹木のある

河岸林、特にレス

ナヤ川沿いとマデ

ラ渓谷に現れる。

北東のラグーンに

も時折存在してい

る可能性がある。 
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SRDB USSR-
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Pandion haliaetus 
 
ミサゴ 

    営巣、渡り及

び一時滞在 
この種は島中に散発的にあらわれるが、特に海

から 20km までの海岸地域、川沿いの谷間や大

きな川の川岸に生息する。サハリン島の総個体

数は、1985～1989 年のデータでは、営巣してい

るつがい数は 100 対を超えない（Nechaev, 
1991）。この鳥の最大の密集地は、北東海岸地

域とテルペニヤ湾地域にある。春の渡りは 3 月

中から 4 月前半に始まり、9 月から 10 月の間に

越冬地に戻る。この鳥は通常海岸沿いに、大陸

と島のルートを通って移動する。 

この種は北東のラグ

ーン系とパイプライ

ンルートの調査中に

記録された。2000
年、ソコル、ソヴェ

ツコエ、ブユクリの

近くで、さらに春に

は、ニシで渡り鳥が

観測された。2003
年、レビャジエ湖地

域やニシのコース変

更区域で狩猟中のと

ころが定期的に見ら

れた。巣は発見され

なかった。 

ミサゴはプロジェ

クト領域全体に生

息している可能性

がある。パイプラ

インルートには営

巣地はないが、こ

の種はプロジェク

ト活動を行う川沿

いや北東海岸のラ

グーンを採餌場と

する。しかし、こ

の種に対する直接

影響の可能性はわ

ずかである。 

繁殖しているミサゴ

は、巣の場所から

20km をこえる領域を

カバーする広大ななわ

ばりを持つことが多

い。それゆえ、この種

は、実際の巣の場所か

ら離れたところで、プ

ロジェクト活動による

影響（餌に対する影響

など）を受ける可能性

がある。とはいえ、生

息地が広範であること

から、影響そのものが

広範でない限り、この

種に影響を及ぼす可能

性は小さい。 
Circus aeruginosus 
 
チュウヒ 

    まれな渡り種

で繁殖の可能

性あり 

主に島の南部で、移動中の鳥が数羽記録されて

いる。 
特定調査期間中、記

録無し 
該当なし。  

Accipiter gularis 
 
ツミ 

    まれな渡り及

び繁殖種 
島の南方と中央部、最北はヌシュで営巣がまれ

に見られる。サハリン個体群の状況は不明。通

常、山の斜面の針葉樹－シラカバ林およびトウ

ヒ－モミ林、川沿いの谷間、またそれより少な

いながら混合森林と湖や沼地周辺の森に生息す

る。針葉樹に巣を作り、主に止まっている小鳥

やげっ歯類を餌とする。 

2000 年の調査期間中

の 8 月、9 月にベロ

エ、ブヌクリ、ソコ

ルで記録された（か

すみ網にかかってい

た）。これらは全て

渡り鳥であるが、お

そらく島で繁殖して

いる。 

パイプラインルー

ト沿いおよび LNG
サイトに生息する

可能性があるが

が、少数。 

 

Aquila chrysaetos 
 
イヌワシ 

    まれな迷鳥 サハリン島中で単独の古い記録があるのみ。 特定調査期間中記録

なし 
該当なし。  
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Haliaeetus albicilla 
 
オジロワシ 

    営巣、渡り、

越冬及び一時

滞在 

この種は島全体に現れるが、北方や南方より中

央地域でより頻繁に遭遇する。この種は大きな

川（チィム川やポロナイ川など）の樹木が茂っ

た谷間、北東海岸のラグーン、テルペニヤやア

ニワ湾に生息。繁殖集団は小さく、おそらくこ

の地域では 100 ペア程度である。約 50 羽の小

さな越冬集団が冬の間も島に残る（ティム川の

上流、ピレンガ川の下流の氷結しない場所）。

この地域で越冬しない鳥は 10 月～11月に島を

離れ、沿岸ルートを通って日本の越冬地に移動

する。これらの鳥は 3 月～4 月に戻ってくる。 
 

2003 年春の調査中、

パイプラインルー

ト、特に北部で、こ

の種と定期的に遭

遇。行動から、少な

くとも２ペアがパイ

プラインの近くで営

巣していることは確

実であったが、営巣

場所は記録されなか

った（レスヤナ川と

ダギ川）。このワシ

は 1999 年と 2001 年

の調査期間中も記録

された。 

オジロワシはプロ

ジェクト活動地域

内では、特に北部

に現れる可能性が

ある。パイプライ

ンルート上での巣

の記録はない。ア

ニワ湾の LNG 施

設の近隣に渡り鳥

と越冬鳥が生息す

る可能性がある。 

 

Haliaeetus 
pelagicus 
 
オオワシ 

    営巣、渡り、

越冬及び一時

滞在 

この種の生息地は沿岸一帯、特に島の北東部に

限定され、森の多い川の流域、湾及び入江に頻

出。1990 年のマステロフ（1998）の調査による

と、サハリン島には 110 ペアの営巣つがいと

160 羽の非繁殖鳥がいると概算されている。繁

殖シーズンの開始は冬の終わりの状態による

が、通常 2 月末～3 月初め。季節的な渡りの

間、日本北方への渡りの前に、島の南方地域で

見られる。少数の鳥は島内で越冬。 

繁殖及び渡りを行う

オオワシ個体群は

1998 年以来行われて

いる、特別調査とモ

ニタリングプログラ

ムの対象となってい

る。 

OFP とパイプライ

ン上陸場付近に繁

殖するオオワシが

存在する可能性が

ある。巣の可能性

のあるものを全て

識別し、プロジェ

クト活動中、この

種に対する撹乱が

発生しないよう

に、特別な影響緩

和対策を実施して

いる。 

 

Falco rusticolus 
 
シロハヤブサ 

    まれな渡り種 秋の移動中はめったに観測されない。島内を横

断しているのが記録されている。しかし最近 50
年間の記録は非常にまれ。 

特定調査期間中、記

録無し 
該当なし。  
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Falco peregrinus 
 
ハヤブサ 

    営巣、渡り及

び一時滞在 
繁殖シーズン中、この種は島内全体で見られる

が、非常に不定期でほとんど海岸に限られてい

る。アニワ岬とクズネトフ岬（クリリオン半

島）、テルペニヤ湾の海岸、シュミット半島及

び他のいくつかの地域に営巣しているという明

確な証拠がある。渡りの時期、他の海岸地域及

びより内陸部でも見られる。渡りは 4～5 月及

び 9～10 月。 
 

2001 年の秋の渡りの

調査において数回、

島の北東ラグーンで

観測されている。1
羽が 2000 年 8 月下

旬に、ソヴィエツコ

エ村の近くの海岸で

記録されている。 

北東のパイプライ

ン上陸場とおそら

く海岸に隣接する

パイプラインルー

ト沿いに存在して

いる可能性があ

る。 

サハリンの個体数規模

は不明であるが、少な

いと思われる。 

Falco subbuteo 
 
チゴハヤブサ 

    繁殖、渡り 広範囲に存在するが一般的にあまり見られない

種。さまざまな形態の森に生息し、最も多いの

は、まばらな針葉樹と混合樹林の周辺である

が、伐採された土地、古い森林火災跡地、及び

農地にも生息。これは樹木に営巣する種で、餌

となる他の鳥やカラスの巣、あるいは適当な穴

を利用している。渡り鳥は4～5月と9～10月に

観測される。 
 

2003 年のパイプライ

ン調査では、成鳥が

４ヵ所で記録され、

調査したパイプライ

ンルート沿いには、

３つの繁殖テリトリ

ーが存在すると想定

された（キルピッチ

ナヤ川、ノボチュモ

フスコエの近隣、ニ

シのルート変更地点

から 30～44km の地

域）。この種は 1999
年中、ベロエ、ブク

クリ、ニシ、ヴァル

でも記録されてい

る。 

繁殖集団がプロジ

ェクト活動が行わ

れる全領域、特に

中央と南方地域に

現れる可能性があ

る。実際の営巣場

所は記録されてい

ないが、この種は

パイプラインルー

ト沿いに営巣して

いる可能性があ

る。 
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Dendragapus 
(Falcipennis) 
falcipennis 
 
カマバネライチョ

ウの一種 

    定住種 地面に営巣する本種は山の斜面や平地のまばら

な森に生息する。春、覆った雪が解ける頃、沼

地やエゾマツ－シラカバの混合森林に移動する

ことが多いが、森の周辺部、開拓地、まばらな

カラマツとエゾマツの混合林にも移動すること

がある。南端のネフスコエ湖とテルペニヤ湾か

らサハリン島の北方と中央地域にかけて、少数

が存在する。 

観測されたデータ

は、この種がパイプ

ラインルートの北方

及び中央地域沿いの

多くの場所に生息し

ていることを示して

いる。1999 年の調査

では、ニシ地域で記

録された。2003 年の

調査では、パイプラ

インの北方区域沿い

に巣と間接的な証拠

（フンと羽）が記録

された。 

カマバネライチョ

ウはパイプライン

ルートの北方地区

沿いに生息する。

生息場所への適合

度が高い定住性の

種。オスが繁殖テ

リトリーを守って

いるため、この鳥

の活動範囲内のパ

イプラインルート

や影響を受ける可

能性のある地帯が

被害を受ければ、

その損失に対して

脆弱である可能性

がある。 

この種はサハリンでは

19 世紀中頃の時点で既

に希少であった

（Gizenko, 1955）。既

存調査データによれ

ば、ナビルスキー山麓

の丘からルンスキー湾

とナビルスキー湾の沿

岸までの植林地域が、

サハリン島のカマバネ

ライチョウの個体数を

維持する上で最も重要

な地域の一つである。 

Tetrao urogalloides 
(parvirostris) 
 
オオライチョウの

一種 

    定住種 島の北方と中央地域に生息する。乾燥林から湿

潤林まで含む、まばらなカラマツの森、及び伐

採地と火事跡の草地に生息する。 

３羽のグループ（1
羽のメスと若鳥）が

2000年の調査期間中

に島北部のナビルス

キーの尾根で記録さ

れた。猟師の調査で

もこの地域に本種が

生息していることが

確認された。 

島北部のパイプラ

インルート付近

（ナビルスキー、

北方）及び、おそ

らく更に南にも生

息している可能性

がある。 

この種のオスは恒常的

なレック領域（オスが

繁殖のために集合する

領域）を形成する。こ

の領域の損失は、その

土地の個体数に対して

重大で有害な影響を及

ぼす可能性がある。 
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Coturnix japonica 
 
ニホンウズラ 

    定住種 島の中央と南方地域に限られている。農業用草

地や牧草地で繁殖する希少種。 
2000 年、ノヴォトロ

イスコエ村（サハリ

ン中央）、ドロンス

クの北のティモフス

コエの近くの農地で

２回記録された。 

パイプラインルー

トの近くに本種の

好適な生息地が存

在する可能性があ

るが、計画中の工

事が島の個体群に

影響を及ぼす可能

性は低い。 

 

Grus japonensis 
 
タンチョウ 

    非常にまれな

迷鳥 
サハリン南西部に 4～5 羽の渡り鳥がいたとい

う古い記録がある。（1935 年以前） 
調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Grus leucogeranus 
 
ソデグロヅル 

    非常にまれな

迷鳥 
ロシアで繁殖し、中国、インド、イランで越冬

する。サハリンで渡り中の鳥がたびたび観察さ

れたという古い記録がある。 

調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Grus vipio 
 
マナヅル 

    非常にまれな

迷鳥 
1979 年 5 月、アニワ湾にあるロソの入り江で２

羽の鳥が記録された。（Nechaev, 1991） 
調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  

Grus monacha 
 
ナベヅル 

    繁殖（？） この種の繁殖域の南西端はサハリン対岸のプリ

モルスキー地方に位置している。この地域では

海抜高度 200～600m のピートモス－カラマツ林

に生息している。サハリンでの生息は一般的で

ある。この種の営巣は確認されていないが、島

の中央地域で数ペアが営巣している可能性があ

る（Surmack 他、2000）。このツルは繁殖地か

ら日本の南、中国、韓国の越冬地まで移動す

る。 

2000 年 9 月、ヴズモ

リエ近くの草地で４

羽が記録されたが、

この場所はパイプラ

インルートから離れ

ている。 

パイプラインルー

トでは記録がなく

潜在的な繁殖地も

知られていないた

め、この種がプロ

ジェクト活動の影

響を受けることは

ほとんどないと考

えられる。 

 

Porzana pusilla 
 
ヒメクイナ 

    定住種 島全体に分布しているが、この比較的希少な繁

殖種は、その臆病な習性からめったに目撃され

ない。スゲの沼地、湿地の草地、及び氾濫原の

草地に生息している。 

特定調査期間中、記

録なし。 
パイプラインルー

ト沿いの湿地帯、

特に島の中央と南

方地域に生息する

可能性あり。 

 

Porzana fusca 
 
ヒクイナ 

    まれな渡り種

及び繁殖種

（？） 

非常にまれにアニワ湾地域で渡りが記録されて

いる。好適な場所で繁殖している可能性がある

（池、湖、湿地の周縁）。 

調査期間中、記録な

し。 
該当なし。  



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
0000-S-90-04-P-7069-15-J 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Gallinula chloropus 
 
バン 

    希少な渡り・

繁殖種 
サハリン南部および中央で記録されている。池

や湖の周縁に生息する沼地の希少な繁殖種。 
FESU（2000）はこ

の種を繁殖種とした

が、繁殖地はパイプ

ラインルートから

4km 外側にある。 

パイプラインの近

くに存在する可能

性があるが、本種

は開けた水域に生

息するため、プロ

ジェクト活動の影

響は受けないと考

えられる。 

 

Gallicrex cinerea 
 
ツルクイナ 

    非常にまれな

迷鳥 
この湿地に生息する種は朝鮮半島、中国北西部

の南、日本のかなり南で繁殖。サハリン島の南

方で少数が散発的に記録される。 
 

2000 年 8 月プリゴロ

ドノエ村の近くで 1
羽の鳥が記録され

た。 

該当なし。  

Fulica atra 
 
オオバン 

    希少な渡り・

繁殖種 
主にサハリンの南方や中央で記録されている。

池や湖の周縁に生息する沼地の希少な繁殖種。 
FESU（2000）はこ

の種を繁殖種とした

が、繁殖地はパイプ

ラインルートから

4km 外側にある。 

パイプラインの近

くに存在する可能

性があるが、本種

は開けた水域に生

息するため、プロ

ジェクト活動の影

響は受けないと考

えられる。 

 

Charadrius 
alexandrinus 
 
シロチドリ 

    非常に希少な

繁殖種 
本種は砂丘、塩生草原、及び塩田で繁殖する沿

岸種。サハリン島のかなり南、おそらく地元で

繁殖した渡り鳥と見られる 2～3 羽の記録があ

る。 

特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  

Himantopus 
himantopus 
 
セイタカシギ 

    非常にまれな

迷鳥 
サハリンの南方と中央の海岸地域で少数が記録

されている。 
2003 年 7 月にナビル

スキー湾周辺の湿地

の水溜りで２羽が記

録された。 

パイプライン上陸

地点付近の北東部

のラグーンに少数

が生息する可能性

がある。 

 



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
0000-S-90-04-P-7069-15-J 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Haematopus 
ostralegus 
(osculans) 
 
ミヤコドリ（亜

種） 

    渡り 渡りの時期、主に秋期に北東沿岸のラグーン系

を利用している少数の個体が観測された（著し

く減少している）。 
 

特定調査期間中は記

録なし。ジーコフら

（1999）は 1990 年 9
月にルンスキー湾で

60 羽の群れが、1998
年 10 月にダギ湾で 4
羽が観測されたとし

ている。 

パイプライン上陸

地点付近の北東部

のラグーンに少数

が生息する可能性

がある。 

 

Tringa ochropus 
 
クサシギ 

    希少な繁殖・

渡り種 
おそらく島の多くの場所で少数が繁殖してい

る。小川、溝、水溜り及び水域沿岸の湿ったぬ

かるみの片隅などが生息地となっている。おそ

らく繁殖種がテェムとポロナイの低地帯に生息

している。通常沿岸や潮汐のある生息地にはい

ない。 

渡りの調査中（2000
年 9 月）ソコルの近

くで移動中の数羽

が、ピレンガ川近く

で 1 羽の鳥が記録さ

れた。 
 

パイプライン沿い

の湿ったまばらな

森林地帯に現れる

可能性がある。 

 

Tringa guttifer 
 
カラフトアオアシ

シギ 

    希少な繁殖・

渡り種 
この希少繁殖種の生息地は、湿った沿岸の草

地、海岸近くやより内陸の沼地のまばらなカラ

マツ林、塩分を含むか、あるいは淡水の池、

湖、溝のある地域、ラグーンの浅い沿岸及び広

いぬかるみのある水路などである（Nechaev, 
1991 年）。カラマツ林の縁、湖や沼地の近く、

時には内陸 10km ものところで営巣し、沿岸の

潮の干満があるラグーンや浅い湖の泥浜で採餌

する。（Nechaev, 1991）小さな繁殖コロニー

（最大 10 つがい）がナビルスキー、ダギ、チ

ャイボ湾に現れることが知られている。ピルト

ン湾とルンスキー湾にも生息していると考えら

れる。渡りの時期（5 月の後半から 6 月の初

め、及び 8 月初めから 9 月）には湾の潮間帯の

領域上で餌をとっている小さなグループの中に

いることが観察されている。サハリンのカラフ

トアオアシシギの集団は東南アジアで越冬す

る。 
 

2000 年の北東ラグー

ンの調査中、繁殖集

団がダギ川河口で記

録された。この種の

繁殖コロニーは代替

パイプラインのルー

ト候補地分析のため

の調査期間中（2004
年）にチャイボ湾の

北端で記録された。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に少数が生息する

可能性がある。 

これは世界で最も希少

な鳥類の一つで、世界

の総個体数は 100～
1,000 羽のレベルであ

る。この種はロシア東

部でのみ繁殖し、サハ

リンがその繁殖個体数

のかなりの部分（約

10％）を占めていると

考えられるが、繁殖範

囲に関するデータは限

られている。 
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Tringa stagnatilis 
 
コアオアシシギ 

    非常にまれな

迷鳥 
淡水の水溜りと沼地に頻出。島のかなり南で

2、3 の記録がある。 
特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  

Phalaropus lobatus 
 
アカエリヒレアシ

シギ 

    希少な繁殖

種。比較的一

般的な渡り種 

島の北東に小さな繁殖集団が存在し、樹木がま

ばらな湿潤な場所（ラルボ島、ネフスキー湾、

ピルトンとチャイボで記録あり）に生息。サハ

リン北東沿岸を移動し、休憩と採餌のために海

上に止まったり、時には小さな群れを作ったり

する。 

2001 年北東のラグー

ンの調査期間中、渡

りが記録された。 
 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に少数が生息する

可能性がある。 
 

 

Philomachus 
pugnax 
 
エリマキシギ 

    希少な繁殖・

渡り種 
小さな繁殖集団が島の北東に存在し、沿岸近く

の開けた湿地帯に生息している。ナビルスキー

湾の南方、オルックニャ川河口の湿地の生息地

で繁殖することが知られている。 

2001 年北東のラグー

ンの調査期間中、渡

りが記録された。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に非常に少数が生

息する可能性。 
 

 

Eurynorhynchus 
pygmeus 
 
ヘラシギ 

    希少な渡り種 ヘラシギはロシア北東のチュクチ半島、カムチ

ャッカ半島から南に下がった地域で繁殖。渡り

の時期は、南東や北アジアの繁殖地や越冬地に

向けてサハリン東の海岸線をたどる。通常、ラ

グーンの潮間帯や北東の開けた海岸で 5～50 羽

の小さな群れとなって観測され、砂地を好む傾

向がある。 
 

2003 年北東のラグー

ンの調査期間中、渡

りが記録された（ニ

ースキー湾で 3 羽、

ルンスキー湾で 1
羽）。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に非常に少数が生

息する可能性。 

アニワ湾で渡り鳥が最

大 200 羽記録された

（1979）。 
世界の個体数は 5,000
羽以下と推定されてい

る。 
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Calidris subminuta 
 
ヒバリシギ 

    希少な繁殖

種。一般的な

渡り種 

小さな繁殖集団が島の北部に生息する。ネチャ

エフ（1991）は、北東部ラグーン沿岸のまばら

なカラマツ林の沼地で繁殖していることを示し

た。合計繁殖個体数に関する明らかなデータは

ないが、10～30 程度のペアがほとんどのラグー

ンにいると考えられる。比較的一般的な渡り鳥

で、春（5月遅く）と秋の戻りの時期（9－10
月）に、アニワ湾と北東のラグーンで比較的定

期的に見られる。 

2000 年と 2001 年の

湾の調査中に記録さ

れた。ニースキーで

8 羽（秋）、ナビル

スキーで 20 羽

（秋）、ルンスキー

で 10 羽（秋）、

2000 年アニワ湾で

40 羽。（春）、2001
年ブッセラグーン

（秋）。2003 年の調

査期間中、チャイ

ボ、ルンスキー、ナ

ビルスキー湾で繁殖

種が記録された。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に非常に少数が生

息する可能性。更

にアニワ湾のプリ

ゴロドノエの LNG
施設付近に渡り鳥

が生息。 

 

Calidris ferruginea 
 
サルハマシギ 

    希少な渡り種 秋期には主に島の北東で、春期にはアニワ湾で

渡りがみられるが、通過中の渡り鳥はめったに

観測されない。 

2000 年の秋の調査

中、ピルトン湾で 1
羽記録された。春の

渡りの間はアニワ湾

で定期的に記録され

た（サーモン湾とブ

ッセラグーンにおい

て最大 150～200 羽

の群れ）。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に少数が生息する

可能性。更にアニ

ワ湾のプリゴロド

ノエの LNG 施設

付近に渡り鳥が生

息。 
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Calidris alpina 
(actites) 
 
ハマシギ（亜種） 

    繁殖及び渡り

種 
サハリンに限定されたハマシギの亜種。島の北

東、湾や島周辺の海岸の縁に飲み生息。沼地植

物（スゲ、コケ）に占められた浅い水溜りの周

りの湿地帯に営巣。好適な場所に小さな繁殖コ

ロニーを形成。海岸、ナビルスキーの島と海

岸、ダギとチャイボ湾、ピルトン地峡上で繁殖

が確認されている。（Nechaev, 1991）渡り中は

島のアニワ湾の南方部分で観測される

（Nechaev, 1991）。春の渡りは 5 月の後半から

6 月の初め、夏と秋の渡りは 7 月～10 月です。

南アジア（？）で越冬。 

2000 年のラグーンの

調査ではナビルスキ

ー湾で 12 ペアの営

巣が記録された。

2003 年の調査ではチ

ャイボ湾の南方部分

で 6～10 ペアが記録

された。北東ラグー

ンでは合計 15 ペア

が記録された（ピル

トン、チャイボ、ナ

ビルスキー）チャイ

ボ湾の南方で 6～10
ペアが、ナビルスキ

ー湾では 4 ペアが記

録された（2003 年ラ

グーンの調査）。

2004 年の調査中、チ

ャイボ湾北端の代替

パイプラインルート

沿いの調査で 5～7
ペアによる繁殖コロ

ニーも記録された。 

パイプライン上陸

場付近の北東部の

ラグーンに少数が

生息する可能性。 

サハリンに生息する合

計繁殖個体数について

利用可能なデータはな

い。しかし、100 以下

のつがいがいると思わ

れるリラ農政がある。

1987 年、ピルトン湾の

岬の 6 キロ平方メート

ルの領域に、約 30 の

つがいが記録された。 

Calidris acuminata 
 
ウズラシギ 

    希少な渡り種 少数がアニワ湾の北東沿岸に定期的に渡ってく

る。 
2003 年春の調査で、

レビャジエ湖の近く

の領域で渡り鳥が

（5 羽）、ニシの近

くを通過する 2 羽が

記録された。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東部のラグー

ンに少数が生息す

る可能性。更にア

ニワ湾のプリゴロ

ドノエの LNG 施

設付近に渡り鳥が

生息。 

 



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
0000-S-90-04-P-7069-15-J 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Limicola falcinellus 
 
キリアイ 

    希少な渡り種 希少な渡り鳥。北東海岸、ラグーン系の潮間帯

で採餌し、河口近くの草地にねぐらを形成して

いるのが記録されている。アニワ湾でも記録が

ある。通常秋の渡りの時期、9 月に観測され

る。 

2000 年、ピルトン、

ニースキー湾とルン

スキー湾において合

計 5 羽が記録され

た。2001 年 10 月に

はブッセラグーンで

2 羽を記録。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に少数が生息する

可能性。更にアニ

ワ湾のプリゴロド

ノエの LNG 施設

付近に渡り鳥が生

息。 

 

Gallinago 
hardwickii 
 
オオジシギ 

    繁殖、渡り サハリン島の南方と中央地方、ウグレゴルスク

川の谷間、西海岸のシャフチョールスク、西の

ポロナイ川の谷間にいる比較的一般的な繁殖種

（Nechaev, 1991）。川の谷間の沼地、湖の周辺

やなだらかな樹木のない丘の斜面にある混合草

地に営巣。渡りの際には、沼地、沿岸の平地の

湖や川の堤防近くで最も頻繁に見られる。4 月

後半と 5 月前半に島に到着し、8～9 月に冬の地

方に飛び立つ。オーストラリアやアジア南方で

越冬。 

2000 年のパイプライ

ン調査で少数が記録

された。2003 年のパ

イプライン繁殖鳥調

査による概算による

と、この種のつがい

は、ルートに沿った

最南端の調査地点沿

い（4km）では少な

くとも 120 ペア、第

二の調査場所（マカ

ロフスキー）沿いで

は 160 ペアであっ

た。ナビル村の過去

の記録に記載されて

いる、35km 北の繁

殖集団を含めると、

合計 350 ペアが調査

区域に生息する。 

この種はパイプラ

インルート沿い、

特に南部と中央部

に比較的多数生息

する。LNG 現場の

領域にも生息して

いる。 

繁殖種の最初の記録は

1962 年。オオジシギは

過去 20～30 年にわた

って、サハリン島全体

で生息領域と個体数を

急速に拡大している。

1980 年、サハリン南方

の合計個体数は少なく

とも 500 ペアと推定さ

れていた。15 年を経

て、この種はその領域

を島の中央や北方地域

に徐々に拡大してきた

（約 300km）。 

Gallinago solitaria 
 
アオシギ 

    希少な渡り・

越冬種 
まれに越冬種が山地の凍結しない川沿いの地域

に生息。島全体、特に中央の尾根で記録されて

いる。渡り中もたびたび観測される。 

特定調査期間中、記

録なし。 
好適な生息地があ

ればパイプライン

ルートに生息して

いる可能性があ

る。 

 



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
0000-S-90-04-P-7069-15-J 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Numenius minutus 
 
コシャクシギ 

    非常にまれな

渡り種 
西と北西海岸で 2～3 の古い記録がある。繁殖

の記録はなし。 
特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  

Numenius 
madagascariensis 
 
ホウロクシギ 

    希少な渡り・

通過種 
北東海岸沿いとアニワ湾を春と秋の渡りの時期

に通過する。通常秋に 5～200 羽の小さな群れ

を形成（春はもっと少ない）。渡りは 4 月中旬

から 5 月前半及び 7 月中旬から 9 月。オースト

ラリアやアジア南方で越冬。 

2003 年春の渡りの際

にドリンスキー地域

のリーストベニチャ

谷で 1 羽が記録され

た。ニースキー湾で

は 2 羽（2001 年

秋）、ナビルスキー

湾では 1 羽。アニワ

湾（サーモン湾）で

も 2001 年秋、数羽

が観測された。 

パイプライン上陸

場と OPF に近接す

る北東のラグーン

に少数が生息する

可能性。更にアニ

ワ湾のプリゴロド

ノエの LNG 施設

付近に渡り鳥が生

息。 

 

Larus glaucescens 
 
ワシカモメ 

    希少な移動及

び越冬種

（？） 

約 2,000 羽がロシアで営巣している。一般に、

この種は北太平洋に数が多く、北アメリカの分

布地域に 50 万羽は生息していると考えられ

る。サハリン島の水域には西方周辺に少数が越

冬する領域があり、たびたび西海岸で記録され

ている。 

特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  

Rhodostethia rosea 
 
ヒメクビワカモメ 

    一時滞在及び

越冬種 
 

主な繁殖地はシベリア西方のツンドラ地帯にあ

り、世界の総個体数は15万羽程度と考えられて

いる。サハリン島の海域に冬（11月～4月）、

氷が存在する間に現れ、時には非常に数が多く

なる。サハリン島には南西周辺に越冬する領域

がある。サハリン領域での推定個体数は1,000～
1,500羽。（LGL、1996） 

特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  

Pagophila eburnea 
 
ゾウゲカモメ 

     主に北極圏で営巣。世界の個体数は 10 万羽ほ

ど（Nechaev, 1991）。サハリン島の海域には冬

のみ少数が現れる。この海域の南西周辺には越

冬地がある。 

特定調査期間中、記

録なし。 
プロジェクト活動

が行われる海洋及

び沿岸地域で遭遇

する可能性は極め

て小さい。 
 

 



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
0000-S-90-04-P-7069-15-J 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Sterna paradisaea 
 
キョクアジサシ 

    希少な繁殖・

渡り種 
時折渡りの際に記録される。テルペニヤ湾地域

で非常に少数（2～3つがい）が営巣。 
特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  

Sterna aleutica  
 
コシジロアジサシ 

    繁殖・渡り種 アニワ湾、レビャジエ湖、テルペニヤ及び北東

のラグーンに生息する、比較的一般的な繁殖

種。北東海岸において、コシジロアジサシはラ

グーンの中にある低い島やラグーン水系の中の

河口近くの場所で、拡散した繁殖コロニーを形

成する。まばらなカラマツ林の外側の台地のコ

ケの多い沼地にも生息している可能性あり。 
渡りの時期には海岸、主に北東ラグーンの周辺

で見られる。春、この鳥は 5 月初めから飛来し

始め、主なピークは 5 月中旬。アジサシはおそ

らく 9 月の後半に島を離れる。北の太平洋地域

で越冬し中国の南方でも記録がある。 

渡り調査中に北東ラ

グーンで定期的に記

録された。2003 年の

ラグーンの調査では

13,200 羽が記録さ

れ、大部分はピルト

ン、ニースキー、ナ

ビルスキーにいた。

この数字は以前の記

録された個体数より

もかなり高い。 

パイプライン上陸

場の北東部と

OPF、BLF 地点を

除いて、パイプラ

インルート沿いに

適切な繁殖生息地

はない。 

サハリン島における最

大のコロニーは北東海

岸、ダギ湾北方地域の

ラルボ島及びナビルス

キー湾のチャイカ島に

ある。サハリン島にお

ける合計個体数は約

2,300 ペア（1984～
1985 年のデータ）と推

計されており、ナビル

スキー－ピルトン領域

に集合している

（Nechaev, 1991）。し

かし、最近の調査デー

タは、さらに個体数が

多いことを示してい

る。 
Sterna albifrons 
 
コアジサシ 

    非常にまれな

迷鳥 
アニワ湾で 1 羽のみ記録。 特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  

Synthliboramphus 
wumizusume 

カンムリウミスズ

メ 

    非常にまれな

迷鳥 
この種は日本南方の沖合の島で営巣する。ネチ

ャエフ（1991）は、サハリンの南方地域で２件

の記録があったと報告している。時折、テルペ

ニヤ湾と同じぐらい遠方のサハリン南方周辺の

沿岸海域で観察されることもある。 

特定調査期間中、記

録なし。 
プロジェクト活動

が行われる海洋・

海岸地域で遭遇す

る可能性は極めて

小さい。 
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Brachyramphus 
perdix 
 
ハシナガウミスズ

メ 

    繁殖・渡り種 マダラウミスズメはオホーツク海を越えてロシ

アのカムチャッカ半島まで渡り日本で繁殖す

る。これは 1996 年にマダラウミスズメ B. 
marmoratus（カリフォルニアからアリューシャ

ン島で繁殖する）から分離された。個体数は数

万羽と推計されている。日本の北方は別とし

て、ほとんどの繁殖範囲は全て極東ロシアに分

布している。この鳥は一生の大部分を海で過ご

すが、6 月から 8 月の繁殖期間中だけは陸上に

来る。海岸の針葉樹や混合森林及び海岸から

40km も内陸の森の木の中に営巣する。サハリ

ンでこれまで唯一発見された巣（1976 年 6 月）

は、チャイボ湾から 2km のところにある枯れた

カラマツの頂上にあった（Nechaev, 1991）。こ

の鳥は 7 月～8 月、親鳥が活発に幼鳥に餌を与

える期間により簡単に見つけられる。調査デー

タから、本種はティム川の上流部分に生息し、

ナビルスキー湾とルンスキー湾の地域で定期的

に観測されている。 

2001 年 8 月～9 月の

調査中、ナビルスキ

ー－ルンスキー地域

で妥当な数が記録さ

れた（２日にわたる

カウントで最大 120
羽）。同様に 2003
年に同じ地域で春に

実施された調査では

記録された個体数は

比較的少なかった。 

この種は島北部の

パイプラインルー

ト付近に生息す

る。未確認である

が、この種の繁殖

地がパイプライン

ルート沿いに存在

する可能性があ

る。 

 

Sphenurus sieboldii 
 
アオバト 
 

    まれな迷鳥・

繁殖種 
この種は日本では比較的一般的であり、サハリ

ンでは島の南の丘の上の斜面にある針葉樹－ダ

ケカンバの混合森林でたびたび記録されてい

る。  
 

8 月 4 日ソヴェツコ

エ村付近での記録と

10 月 15 日ソコルで

の幼鳥の記録があ

る。マカロフスキー

保護区（マラクイト

フカ川）でも 1 羽が

記録された。 

パイプラインが通

過する南部の混合

森林沿いに生息す

る可能性がある。 

最近の記録は、この種

が増加していることを

示しているが、繁殖は

確認されておらず、サ

ハリン南部で繁殖して

いると考えられる。 

Nyctea scandiaca 
 
シロフクロウ 

     移動中も渡りの時期にもめったに観測されな

い。 
特定調査期間中、記

録なし。 
該当なし。  



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Bubo bubo 
 
ワシミミズク 

    希少な繁殖種 サハリン島上空に現れるが非常に不定期。クリ

リオン半島、ススナイスキー山地域、ツナイチ

ャの海岸、ネフスキー湖、テェム川とポロナイ

川沿い、アレクサンドロフスクの近く、島の北

東及び北東海岸で記録されている（Nechaev, 
1991）。山の斜面、平地及び海岸の針葉樹と混

合森林に生息し、岩が露出したところに生息す

ることも多い。2001年にマカロフスキー保護区

（アラクス川の谷間）で記録された。地元猟師

へのインタビューからもポロナイ川流域に生息

していることが示唆される。 
 

おそらくサハリン中

央のレスナヤ川の谷

間に生息する

（AUCBB、
2003）。この種の羽

がパイプラインルー

ト近くのピルトン湾

の南 10km で発見さ

れた（Surmach 他、

2003）。 

パイプラインルー

ト近くの生息条件

が好適な地域に生

息している可能性

がある（樹木が茂

った谷の岩石の露

出部）が、そのよ

うな条件はめった

にない。 

 

Ketupa blakistoni 
 
シマフクロウ 

    繁殖種の可能

性（？） 
サハリンの南方と中央で記録されているが、

1950 年以降は記録がない。そのため島での生息

状況は知られていない。クリリオン半島、北東

沿岸（ナイバ、マカロフ、ラソヴァヤ、ティム

川流域）、さらにもしかしたら他の河川で記録

されていた可能性がある（Nechaev, 1991）。山

地の河川沿い、木が茂った山の斜面、木が茂っ

た低地や平地に生息。餌をとるため、豊富な定

住性や溯河性の魚、好適な営巣用穴のある大き

な木を必要とし、冬の間も凍らない清浄な川も

必要としている。冬季は小型哺乳類や鳥も捕獲

している可能性がある。 
 

特定調査期間中に記

録なし。 
パイプラインルー

ト付近の生息条件

が好適な地域に生

息している可能性

がある（隣のコメ

ント参照）。 

調査中には記録されな

かったが、地元のハン

ターに聞いたところ、

非常に少数ではある

が、ヤスノエ村の北の

ティム川沿いとナビル

川の中上流地域にこの

種が生息していること

を示す証拠が得られ

た。この種の羽が 1998
年にアラクス川の近く

で発見された。 

Otus sunia  
 
コノハズク 

    非常に希少な

繁殖種 
この森林性のフクロウはクリリオン岬でのみ記

録されている。この地域は分布の北限に当た

る。 

特定調査期間中に記

録なし。 
該当なし。  

Otus bakkamoena 
 
 
オオコノハズク 

    非常に希少な

繁殖種 
この森林性のフクロウはクリリオン岬でのみ記

録されている。この地域は分布の北限に当た

る。 

特定調査期間中に記

録なし。 
該当なし。  
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ
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計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Aegolius funereus 
 
キンメフクロウ 

    繁殖種 散発的ではあるが、島全体に広範囲に渡って生

息しており、主に中央と南方地域で記録されて

いる。この種のフクロウは丘の斜面や谷間の暗

い針葉樹林や混合林に生息。 

2003 年春の繁殖鳥調

査中に繁殖中のつが

い（少なくとも 5 ペ

ア）がレスナヤ川と

ナビル川で記録され

た。その前はプホバ

ヤ川（ソヴィエツカ

ヤ近く）の近くで

2001 年に 1 羽だけ記

録がある。 

パイプラインルー

ト近くに生息する

が、主に密生した

針葉樹林の地域に

限定されているこ

とは明らかであ

る。 

キンメフクロウはおそ

らく、以前の記録

（2003 年春のデータ）

が示唆する以上に、よ

り一般的も広く分布し

ている可能性がある。 

Glaucidium 
passerinum 
 
スズメフクロウ 

    繁殖種 調査データは、これがキンメフクロウと同様の

生息地に現れる比較的希少な繁殖種であること

を示している。 

2003 年春の繁殖鳥調

査中に、少なくとも

３ペアがパイプライ

ンルート沿いで記録

された。その前はマ

カロフスキー近くの

ズバンカ川の谷間で

１度だけ記録があ

る。（Surmach 他、

2000） 

パイプラインルー

ト付近に非常に少

数が生息するが、

主に密生した針葉

樹林の地域に限定

されていることは

明らかである。 

 

Surnia ulula 
 
オナガフクロウ 

    繁殖・越冬種 オナガフクロウは主にサハリンの中央部と北部

の針葉樹林（カラマツ）に生息している。小型

のげっ歯類を餌としており、餌の量が大幅に減

った場合には深刻な事態になる可能性がある。

巣は木の頂上や切り株のくぼみにある古い、大

きなキツツキの穴が使われる。 

2000 年の調査でバジ

川の谷間地域で観測

された（ナビルスキ

ー湾の西）。2003 年

の繁殖鳥調査中、少

なくとも２ペアの繁

殖つがいが同じ領域

で確認された。 

この種はパイプラ

インルートの北方

地区に生息する

（ナビルスキー地

域）。更に南方に

生息している可能

性は小さい。 

 



  レッドデータブックと渡り鳥 

サハリンエナジー社  ＥＩＡ補遺版 
0000-S-90-04-P-7069-15-J 

種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
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Strix nebulosa 
 
カラフトフクロウ 

    繁殖・越冬種 少数の集団が主に島の北部と中央部で観察さ

れ、開けた土地の混じった密生した針葉樹林に

生息。 

調査中に記録はない

が、おそらくこの種

が早い時期（4月）

に現れることと、比

較的臆病な性質によ

ると考えられる。 

北部パイプライン

ルート付近に生息

する可能性あり

（ナビルスキー－

ピルトン地域）。 

 

Sturnia philippensis 
 
ムクドリ 

    希少な繁殖・

渡り種 
この種の小さな繁殖集団が島の南、クリリオン

とアニワ岬、そしておそらくレビャジェ湖の地

域で見られる。分布地域の北限に当たり、日本

と韓国ではより一般的に見られる。 

特定調査期間中に記

録なし。 
該当なし。  

Bombycilla japonica 
 
ヒレンジャク 

    希少な繁殖・

渡り種 
この種は分布が局所的で集団が小さいことが特

徴。極東ロシアでのみ繁殖し、北方ヤクート、

ハバロフスク、アムール、サハリン（右欄参

照）のカラマツとヒマラヤスギの針葉樹林での

営巣が確認されている。サハリンの総個体数は

知られていないが、少ないと予測される。 
 

2001 年に実施された

プロジェクト調査期

間中、サハリンの繁

殖鳥として確認さ

れ、パイプラインの

ノグリスキー地点沿

いで２つのつがいと

幼鳥が見つかった。 

北のパイプライン

ルートの近くに生

息可能性がある

（ノグリスキー）

が、非常に少数で

ある。 

 

Prunella rubida 
 
カヤクグリ 

    希少な繁殖・

渡り種 
背の高い草の植生に典型的な、希少な繁殖種。

主に島の中央で記録されている。通常、渡りの

期間中はより一般的に遭遇。 

パイプラインルート

や施設現場での記録

はない。しかし 2000
年の秋の渡りの調査

期間中、ブユクリ村

近くの低湿地の生息

地で 10 羽の個体が

記録された。 

パイプラインルー

トや LNG、OPF 施

設沿いにある生息

地に現れる可能性

は小さい。 

 

Monticola solitarus 
 
イソヒヨドリ 

    希少な繁殖種 小さな繁殖集団が島の南部にいる。クリリオン

とアニワ岬で記録されている。春の渡りは 4 月

の終わりから 5 月の初め、秋の渡りは 9 月～10
月。 
 

特定調査期間中に記

録なし。 
該当なし。  
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Luscinia akahige 
 
コマドリ 

    希少繁殖種 コマドリは火事や伐採で開けた土地のある密生

した針葉樹や混合森林に生息。この種は、人間

の森林伐採と関連し、ごく最近（20 世紀中ご

ろ）にサハリンに移動してきた。この鳥は、倒

木のある、山地にある狭い河川の流域に住むこ

とを好む。サハリンの南方に生息し、フィルソ

フカ川より北では記録されていない。 
 

パイプライン沿いの

繁殖鳥モニタリング

調査（2003）で、イ

ズブロヴィ保護区付

近のモニタリング地

点において、少なく

とも 55 ペアのコマ

ドリのつがいが記録

された。渡りの調査

中（2000）、6羽が

ソコルの調査地点で

記録された。ヴズモ

リエ村（パイプライ

ンルートの近く、

FESU、2002）の近

くで 1 羽が記録され

た。 

パイプラインルー

トの南方区域沿

い、特にイズブロ

ヴィ地域に生息。 

 

Zosterops japonica 
 
メジロ 

    非常にまれな

迷鳥 
サハリン島の最南西端にあるクリリオン岬で記

録。 
専門調査期間中に記

録なし。 
該当なし。  

Passer rutilans 
 
ニュウナイスズメ 

    希少繁殖種 市街地と農地の近くのまばらなカラマツ林と混

合森林の周辺に生息する、一般的でない繁殖

種。河岸林を好み、キツツキが残した古い穴に

巣を作る。最北はノグリキで記録されている。 

2000 年と 2001 年の

パイプラインルート

と建設場所での調査

中に、少数の幼鳥と

成鳥の両方が記録さ

れた（ソヴィエツコ

エ、チュモフスコ

エ、ノグリキ）。

2003 年キルピッチナ

ヤの谷間で 1 羽つが

いが記録された（ド

リンスク地域）。 

居住地付近にある

パイプラインルー

と沿いと数ヵ所の

建設現場付近に生

息。 
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種 保護状況（ロシア国 RDB；サハ

リン州 RDB；日ソ渡り鳥条約） 
生息状況 存在及び一般的生息地要件 関連調査情報 

計画中のプロジェ

クト活動に関連す

る生息地域 
特記 

 RRDB 
 

SRDB USSR-
JAP T 

IUCN      

Emberiza 
schoeniclus 
 
オオジュリン 

    繁殖及び渡り

種 
サハリン島で広範囲に繁殖しているが、総個体

数は少ない。湖や池の周りのアシの中や沿岸に

生息。この種はしばしばコロニーを形成するた

め、好適な繁殖地があれば、繁殖密度は非常に

高い可能性がある。 

この種のコロニーは

パイプライン経路の

4km 以内にあるレビ

ャジエ湖にある（約

8～10 ペア）。1～2
ペアが LNG 建設現

場の西方境界にある

メレヤ湖のまわりの

アシ原に生息してい

る（Fauna, 2001）。

更に OPE 現場付近に

も 生 息 （ FESU, 
2002）。 
 

パイプラインルー

ト内に生息する

が、建設活動の影

響を受ける可能性

は小さい。繁殖地

は LNG 現場と

OPF 付近にある

が、建設の直接的

な作業域の外側で

ある。 

 

 


